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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

プレート間地震の津波評価

・ 既往津波の文献調査及び津波堆積物調査等に基づき、南海トラフの
プレート間地震の津波評価のベースとする痕跡再現モデルを検討した。

・ 敷地への影響の観点から、南海トラフ（駿河湾～日向灘沖）を検討対
象領域として選定した。

・ 国および地方自治体の津波の波源モデルを確認し、敷地周辺において
影響の大きい内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定の詳細を確認し、
分析を行った。

痕跡再現モデルの検討

行政機関による津波評価の確認

検討対象領域の選定

・遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル ・南海トラフ広域の痕跡再現モデル
→ 2章

→ 1章

→ 3章

検討波源モデルの津波評価

・ 南海トラフおよび国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえて、
南海トラフの特徴を考慮するとともに、東北沖地震において巨大津波が
発生した要因（ⓐ地震規模、ⓑ浅部の破壊形態）を不確かさとして保
守的に考慮した東北沖地震型の検討波源モデルを設定した。

内閣府の最大クラスモデルとの比較
(内閣府の最大クラスモデルとの比較分析を実施）

→５章

・設定した波源モデルと内閣府の最大クラスモデルのすべり量分布の違いを
比較して示すとともに、両者の破壊開始点の条件を揃えて津波評価を実
施し、すべり量分布の設定の違いが評価結果に与える影響について定量
的な分析を行った。

・ 検討波源モデルに対して、国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏ま
えたパラメータスタディを実施し、敷地への影響を検討した。

（概略パラメータスタディ）
・ 検討波源モデルに対して、敷地への影響の観点から、大すべり域の位置

を東西に移動させて同時破壊の条件で検討し、敷地への影響が最も大
きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。

（詳細パラメータスタディ）
・ 選定した基準断層モデルに対して、更に、動的パラメータであるライズタイ

ム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさを重畳して考慮し、国内外
の巨大地震・津波の発生事例および内閣府の最大クラスモデルのパラ
メータ設定を踏まえて、各パラメータの組合せを網羅的に検討した。

→ 4章

検討波源モデルの設定
[敷地周辺の津波に着目したモデル]

・検討波源モデルA
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

↳ 検討波源モデルB
（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播するモデル）

↳ 検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

検討波源モデル
[広域の津波に着目したモデル]

・検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

→ 4.1章

検討波源モデルのパラメータスタディ
(国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえた検討)

概略パラメータスタディ (大すべり域の位置の不確かさを考慮し、基準断層モデルを選定)

詳細パラメータスタディ (ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮)

→ 4.2章

・ 津波評価手法及び計算条件の詳細は補足説明資料3章を参照
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■ 検討波源モデルに対して、国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえたパラメータスタディを実施し、敷地への影響を検討した。
■ 検討波源モデルのパラメータスタディの検討フローは以下のとおり。

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

検討波源モデルのパラメータスタディ
（検討概要）

・選定した基準断層モデルに対して、更に、動的パラメータであるライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさを
重畳して考慮し、国内外の巨大地震・津波の発生事例および内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて、
各パラメータの組合せを網羅的に検討。

・なお、ライズタイムについては、60～300sの詳細パラメータスタディを実施。

・検討波源モデルに対して、敷地への影響の観点から、大すべり域の位置を東西に移動させて同時破壊の条件で検討し、
敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定。

詳細パラメータ
スタディ

概略パラメータ
スタディ

検討波源
モデルの設定
（4.1章）

検討波源モデルA 検討波源モデルB-1 検討波源モデルC 検討波源モデルD検討波源モデルB-2

：敷地周辺の津波に着目したモデル

：広域の津波に着目したモデル

C3

第1020回資料2-1
p.168一部修正

・概略パラメータスタディでは、破壊開始点の位置が影響しないよう、同時破壊の条件で実施することに変更して基準断層モデルを選定するとともに、敷地への影響が最も大きいケースの他、影
響が同程度のケースも基準断層モデルとして選定して、詳細パラメータスタディを実施することとした。

・また、すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、詳細パラメータスタディの中で考慮するとともに、ライズタイム60～120sの間のパラメータスタディを網羅的に実施した。

No.3コメント回答(検討波源モデルのパラメータスタディの方法）に伴う変更点
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検討波源モデルのパラメータスタディ
(国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえた検討)

第1020回審査会合の津波評価の概要

No.3コメント回答(検討波源モデルのパラメータスタディの方法）

検討波源モデルのパラメータスタディに関する変更点
C3

■今回のコメント回答における検討波源モデルのパラメータスタディに関する変更点は、以下のとおり。
■概略パラメータスタディに関する変更について、前回までは、破壊伝播を考慮して検討していたが、今回は、破壊開始点の位置が影響しないよう、同時破壊として検討す

ることに変更して基準断層モデルを選定するとともに、敷地への影響が最も大きいケースの他、影響が同程度のケースも基準断層モデルとして選定することとした。
■また、詳細パラメータスタディに関する変更について、前回までは、ライズタイム120～300sを詳細パラメータスタディにおいて、ライズタイム60sを更なる不確かさの考慮にお

いてとステップを踏んで検討していたが、今回は、ライズタイム60～300sを詳細パラメータスタディにおいて検討するとともに、ライズタイム60～120sの間のパラメータスタディ
を網羅的に実施することとし、ライズタイム90sの検討を追加した。

詳細
パラメータスタディ

概略
パラメータスタディ

更なる不確かさ
の考慮

〇動的パラメータのパラメータスタディを実施
・ライズタイム：120～300s
・破壊伝播速度：0.7～2.5km/s
・破壊開始点：P1～P6

〇 超大すべり域、大すべり域位置のパラメータスタディを実施
・東西約10kmごとに移動 ・大すべり域：1箇所、2箇所

〇 破壊伝播を考慮して検討
（破壊開始点P2（大すべり域下端中央））

〇 敷地への影響が最も大きいケースを
基準断層モデルとして選定
（計４モデル選定）

検討波源モデルの設定
(南海トラフおよび国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえ、保守的に設定)

・検討波源モデルA～Dを設定

〇動的パラメータのパラメータスタディを実施
・ライズタイム：60s
・破壊伝播速度：詳細パラメータスタディの最大ケース
・破壊開始点：P1～P6

検討波源モデルのパラメータスタディ
(国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえた検討)

今回の津波評価の概要

詳細
パラメータスタディ

概略
パラメータスタディ

〇動的パラメータのパラメータスタディを実施
・ライズタイム：60～300s (60s,90sを追加)
・破壊伝播速度：0.7～2.5km/s
・破壊開始点：P1～P6

〇 超大すべり域、大すべり域位置のパラメータスタディを実施
・東西約10kmごとに移動 ・大すべり域：1箇所、2箇所

〇 同時破壊として検討
（全小断層が同時に破壊開始）

〇 敷地への影響が最も大きいケースの他、
影響が同程度のケースも基準断層モデルとして選定
（計１２モデル選定）

検討波源モデルの設定
(南海トラフおよび国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえ、保守的に設定)

・検討波源モデルA～Dを設定

概略パラメータ
スタディに関する

変更

詳細パラメータ
スタディに関する

変更
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No.3コメント回答(検討波源モデルのパラメータスタディの方法）

プレート間地震の津波評価の変遷

→

→

第1020回資料2-1
p.44一部修正

■プレート間地震の津波評価については審査会合でのコメントを逐次、真摯に反映し、国内外の地震・津波の科学的知見に基づき波源モデルの設定を精緻に行い、敷地へ
の影響が大きい波源を確認している。

※1 第662回審査会合ではプレート間地震の津波評価について、「検討波源モデルのパラメータスタディ」の他に、国内外の巨大地震の発生事例の範囲を超えて一部のパラメータを考慮した検討を「更なる不確かさ考慮」という表現で加え、内閣府の最大クラス
モデルを含むモデルを「更なる不確かさの考慮モデル」として整理した。

※2 第717回審査会合では、波源設定の考え方に着目して内閣府の最大クラスモデルの位置づけを再整理した結果、 「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討した「検討波源モデルのパラメータスタディ」と「(B)代表パラメータの検討による方
法」により検討した内閣府の最大クラスモデルとでは波源設定の考え方が異なることを踏まえ、「更なる不確かさの考慮」という表現による整理は取り止め、 「(B) 代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルは、 「(A) 各種パ
ラメータの網羅的検討による方法」によって検討を行うプレート間地震の津波評価と別に、行政機関による既往評価として基準津波の策定に反映するよう変更した。

※3 加藤ほか(2020)によるMw8～Mw9クラスの地震・津波の発生事例との比較結果に基づき、すべり量37mとライズタイム120sの組合せが保守的な評価となることを示した。
※4 内閣府検討会の議事録の確認等より、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルのパラメータを「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」で検討しているプレート間地震のパラメータスタディの中で考慮する必要

はないと評価した。
※5 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、更なる不確かさの考慮として、敷地の津波評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を

持って設定

概略パラメータスタディ
・大すべり域の位置

内閣府の
最大クラスモデルの

津波評価

行政機関による津波評価

破壊伝播速度の不確かさ(0.7km/s～2.5km/s)

大すべり域の位置の不確かさ
(20kmごとに移動)

破壊開始点の不確かさ考慮(大すべり域の周囲 6箇所)

第509回審査会合
(2017.9.15)

第615回審査会合
(2018.8.24)

第662回審査会合
(2018.12.14)

第717回審査会合
(2019.5.24)

・検討波源モデルA
・検討波源モデルB 駿河湾内に超大すべり域を追加

検討波源モデルBの浅部に超大すべり域を追加

大すべり域が2箇所のケースを追加

ライズタイムの不確かさ(150s～300s）

大すべり域の位置の不確かさ（10kmごとに移動）

ライズタイム120sを追加

更なる不確かさ考慮
（ケース①）

行政機関による津波評価
（ケース①）

行政機関による津波評価
（ケース①、⑧）

※1 ※２

第920回審査会合
(2020.11.13)

第981回審査会合
(2021.06.04)

検討波源モデルC追加

第1020回審査会合
（2021.12.17）

検討波源モデルD追加

検討波源モデル
の設定

詳細パラメータスタディ
・ライズタイム
・破壊伝播速度
・破壊開始点

(ライズタイムの分析等※3)

(内閣府モデルの分析等※4)

「（B）代表パラメータの検討による方法」による検討

「（A）各種パラメータの網羅的検討による方法」による検討

プレート間地震の津波評価

今回

ライズタイム60s,90sを
追加すべり量37mとライズタ

イム60sの組合せ

更なる不確かさ考慮※5

同時破壊として検討破壊伝播特性を考慮（破壊開始点：P2）

概略パラメータスタディ結果の中で最も影響の大きいモデルを選定
影響が同程度のモデル
も選定

C3
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17

17.5

18

No.3コメント回答(検討波源モデルのパラメータスタディの方法）

概略・詳細パラメータスタディ結果の分析

■概略パラメータスタディ（破壊伝播を考慮した検討(前回までの検討)、同時破壊とした検討(今回の検討) ）と、詳細パラメータスタディの津波評価結果を比較した
結果は以下のとおり。

■ 同時破壊として検討した概略パラメータスタディ結果の水位から詳細パラメータスタディ結果の水位への増加は、いずれの大すべり域の位置においても概ね同程度で
あることを確認し、同時破壊として検討した概略パラメータスタディ結果によって敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして
選定した今回の方法が妥当であることを確認した。

概略パラメータスタディによる津波評価結果と詳細パラメータスタディによる津波評価結果の比較

C3

項目 敷地前面の最大水位上昇量(T.P.m)

超大すべり域・大すべり域の位置
西へ

60km
西へ

50km
西へ

40km
西へ

30km
西へ

20km
西へ

10km
基準
位置

東へ
10km

東へ
20km

東へ
30km

東へ
40km

概略パラメータスタディ
(破壊伝播を考慮した検討(前回))

8.5 11.7 14.6 16.3 17.4 17.6 17.5 17.4 17.4 17.4 17.4

概略パラメータスタディ：
(同時破壊とした検討(今回))

8.7 12.3 15.7 18.1 19.1 19.5 19.6 19.6 19.6
19.7

(19.61)
19.7

(19.62)

詳細パラメータスタディ (実施せず) (実施せず) (実施せず) (実施せず) (実施せず) 22.5 22.6 22.6
22.7

(22.61)
22.7

(22.64)
22.7

(22.65)

・ 赤太字：各評価地点において最も値の大きいケース
・ 朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
*前回第1020回審査会合で示した最大ケース
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概略パラメータスタディ（破壊伝播を考慮した検討(前回までの検討)）

概略パラメータスタディ（同時破壊とした検討(今回の検討)）

詳細パラメータスタディ（白抜きは前回第1020回審査会合で示した最大ケース）

18
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20

19

23

22
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拡大

概略パラメータスタディ結果
（破壊伝播を考慮した検討(前回までの検討)）

概略パラメータスタディ結果
（同時破壊とした検討(今回の検討) ）

詳細パラメータスタディ結果

↳ 基準断層モデルとして選定

↳ 基準断層モデルとして選定

*
*

最大ケース

最大ケース

最大ケース

今回

22.7m
前回

22.5m
*
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No.3コメント回答(検討波源モデルのパラメータスタディの方法）

コメント回答に伴う津波評価結果の変更

■ No.3コメント回答に伴う津波評価結果の変更は以下のとおり。
■ 津波評価結果に大きな変更はないものの、敷地前面の最大上昇水位はT.P.+22.7m、3，4号取水塔の水位低下時間は13.5minとなった。

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7*1 4.6 7.3 8.1 10.1

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.5min)

海底面
(13.5min)

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.5*1 4.7 7.3 8.1 10.1

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.２min)

海底面
(13.２min)

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域1箇所
大すべり域の位置：西へ10km移動

ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

波源モデル

浜岡原子力発電所

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ40km移

動・大すべり域間の距離100km、ライズタイム150s
破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

波源モデル

浜岡原子力発電所

基準断層モデル１ 水位上昇側 基準断層モデル２ 水位下降側

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域1箇所
大すべり域の位置：東へ40km移動

ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

波源モデル

浜岡原子力発電所

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ30km移

動・大すべり域間の距離120km、ライズタイム150s、
破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

波源モデル

浜岡原子力発電所

基準断層モデル1-1 基準断層モデル2-3

○ 第1020回審査会合における評価結果 ○ 今回評価結果

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している
（水深1m未満である）ことを示す。

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8 6.4*2 9.0 9.6 11.8

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8 6.4*2 9.0 9.6 11.8

検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所
大すべり域の位置：東へ60km移動

ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3 水位上昇側
検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ60km移動
ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-2

変更 変更

水位上昇側 水位下降側

水位上昇側

最大上昇水位分布 最大下降水位分布 最大上昇水位分布 最大下降水位分布0 1km 0 1km 0 1km

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。
今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。

*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を
実施。

・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している
（水深1m未満である）ことを示す。*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。

今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。
*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を

実施。

C3
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79

135

142

163

197

206

212

219
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ
（検討方針） C3

第1020回資料2-1
p.169一部修正

大すべり域の位置の不確かさ考慮
2箇所の大すべり域を

東西へ約20kmずつ独立に移動させて網羅的に検討
↓

敷地に影響の大きいケースを中心として
2箇所の大すべり域を東西へ約10kmずつ独立に移動させて検討

大すべり域の位置の不確かさ考慮
1箇所の大すべり域を

東西へ約10kmずつ移動させて検討

大すべり域の位置の不確かさ考慮
東海地域の大すべり域を

東西へ約10kmずつ移動させて検討

検討波源モデル
の設定

概略パラメータスタディ
(大すべり域の位置の
不確かさの考慮)

東海地域の大すべり域が
１箇所のケース

(東海地域：1箇所、南海地域：なし)

東海地域の大すべり域が
2箇所のケース1)

(東海地域：2箇所、南海地域：なし)

広域の津波に着目したモデル
・検討波源モデルＣ
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

1) 東海地域の大すべり域が2箇所のケースは、東海地域の大すべり域が1箇所のケースの概略パラメータスタディ結果を踏まえて、検討波源モデルA、B-1、Dを対象として実施した。また、大すべり域の位置は、内閣府の最大クラスモデルケース⑧の大すべり域の位置を基準位置とした。
2) Mw9以上の巨大地震の大すべり域の数は１～２個と分析されている（補足説明資料6-1章)ことから、広域の津波に着目したモデルでは、大すべり域が東海地域１箇所、南海地域１箇所のケースを検討した。
・ 概略パラメータスタディモデルの波源モデル図およびすべり量分布を含む断層パラメータはデータ集および第717回、第981回審査会合 机上配布資料に記載。

東海地域、南海地域それぞれの
大すべり域が1箇所のケース2)

(東海地域：1箇所、南海地域：1箇所）

敷地周辺の津波に着目したモデル
・検討波源モデルＡ（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）
・検討波源モデルＢ（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播するモデル）
・検討波源モデルＤ（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

検討波源モデルAの例 検討波源モデルAの例 検討波源モデルCの例

大すべり域 大すべり域 大すべり域

■ 概略パラメータスタディでは、検討波源モデルに対して、敷地への影響の観点から、大すべり域の位置を東西に移動させて同時破壊の条件で検討し、水位上昇側・
下降側ごとに、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定することとした。

■ 敷地周辺の津波に着目したモデル（検討波源モデルA、B、D）では、東海地域の大すべり域が1箇所のケースと2箇所のケースを検討し、敷地に影響の大きい東
海地域のそれぞれの大すべり域を、東西へ約10kmずつ移動させて検討した。

■ 広域の津波に着目したモデル（検討波源モデルC）では、敷地に影響の大きい東海地域の大すべり域を、東西へ約10kmずつ移動させて検討した。

水位上昇側・下降側ごとに、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。

・ 概略パラメータスタディでは、破壊開始点の位置が影響しないよう、同時破壊の条件で実施することに変更して基準断層モデルを選定するとともに、敷地への影響が最も大きいケース
の他、影響が同程度のケースも基準断層モデルとして選定して、詳細パラメータスタディを実施することとした。

No.3コメント回答（検討波源モデルのパラメータスタディの方法）に伴う変更点
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果一覧
(水位上昇側)

■ 検討波源モデルA～Dの水位上昇側の概略パラメータスタディの結果、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。
■ なお、各検討波源モデルの概略パラメータスタディの結果は、次ページ以降に示す。

モデル名
大すべり域

の数

最大上昇水位(T.P. m)
備考

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ40km

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ30km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ20km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ10km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 基準位置

東海地域：
2箇所

18.7 4.6 7.1 7.9 9.8
東海地域の敷地に近い大すべり域を西へ
20km移動、大すべり域間の距離100km

検討波源モデルB-1
（断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(東海断層系)に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

10.7 4.6 6.5 6.5 8.4 東海地域の大すべり域を西へ20km

東海地域：
2箇所

14.5 3.6 6.2 6.4 8.7
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離100km

検討波源モデルB-2
（断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(御前崎海脚東部の断層帯)に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

11.1 4.9 6.6 6.4 7.7 東海地域の大すべり域を東へ40km

検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

東海地域、
南海地域：

1箇所
12.4 5.3 7.6 7.6 9.5 東海地域の大すべり域を東へ60km

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

東海地域：
1箇所

16.4 6.0 8.7 9.3 11.2 東海地域の大すべり域を東へ70km

16.5 6.2 8.7 9.3 11.3 東海地域の大すべり域を東へ60km

16.5 6.1 8.7 9.2 11.2 東海地域の大すべり域を東へ50km

東海地域：
2箇所

15.7 5.0 8.0 7.7 9.5
東海地域の敷地に近い大すべり域を西へ
60km移動、大すべり域間の距離80km

⇒基準断層モデル1-1

⇒基準断層モデル1-2

⇒基準断層モデル1-3

⇒基準断層モデル1-4

⇒基準断層モデル1-5

⇒基準断層モデル3-1

⇒基準断層モデル3-2

⇒基準断層モデル3-3

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

C3

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース

：評価地点における最大上昇水位が大きく、基準断層モデルとして選定することとしたケース
（赤字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値およびそれと同程度の値）
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果一覧
(水位下降側)

・ 朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・ 海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

モデル名 大すべり域の数
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(7.1min) 海底面(6.9min) 東海地域の大すべり域を西へ40km

東海地域：2箇所

海底面(12.6min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離130km

海底面(12.5min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離140km

海底面(12.5min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
30km移動、大すべり域間の距離120km

検討波源モデルB-1
（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層(東海断層系)に
伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(5.5min) 海底面(5.5min) 東海地域の大すべり域を西へ10km

東海地域：2箇所 海底面(11.9min) 海底面(11.9min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離120km

検討波源モデルB-2（断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(御前崎海脚東部の断層帯)に伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(8.7min) 海底面(8.7min) 東海地域の大すべり域を西へ40km

検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

東海地域：1箇所
南海地域：1箇所

海底面(11.4min) 海底面(10.1min) 東海地域の大すべり域を東へ60km

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

東海地域：1箇所 海底面(9.3min) 海底面(9.2min) 東海地域の大すべり域を西へ10km

東海地域：2箇所 海底面(12.5min) 海底面(12.3min)
東海地域の敷地に近い大すべり域基準位置、
大すべり域間の距離140km

⇒基準断層モデル2-1

⇒基準断層モデル4-1

（水位下降側）

⇒基準断層モデル2-2

⇒基準断層モデル2-3

C3

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース

：評価地点における水位低下時間が大きく、基準断層モデルとして選定することとしたケース
（青字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値およびそれと同程度の値）

■ 検討波源モデルA～Dの水位下降側の概略パラメータスタディの結果、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。
■ なお、各検討波源モデルの概略パラメータスタディの結果は、次ページ以降に示す。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位上昇側：検討波源モデルA）

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0
(東へ

40km)*

20 17.7 4.0 6.7 7.4 9.4

40 16.4 3.7 6.4 7.1 9.0

60 15.9 3.7 6.4 7.0 8.9

80 15.9 3.7 6.4 7.0 8.9

100 15.9 3.7 6.4 7.0 8.9

120 15.9 3.7 6.4 7.0 9.0

140 15.9 3.7 6.4 7.0 9.0

160 15.9 3.7 6.4 7.0 9.0

E1.0
(東へ

20km)

20 17.4 3.9 6.5 7.2 9.1

40 17.0 3.9 6.4 7.1 9.0

60 17.0 3.9 6.4 7.1 9.0

80 17.0 3.9 6.4 7.1 9.0

100 17.0 3.9 6.4 7.1 9.0

120 17.0 3.9 6.4 7.1 9.0

140 17.0 4.1 6.4 7.1 9.0

160 17.0 4.0 6.4 7.1 9.0

0
(基準位置)

20 18.1 4.3 6.8 7.5 9.5

40 18.1 4.3 6.8 7.5 9.5

60 18.1 4.3 6.8 7.5 9.5

80 18.1 4.3 6.8 7.5 9.5

100 18.1 4.3 6.8 7.5 9.5

120 18.1 4.4 6.8 7.5 9.5

140 18.1 4.4 6.8 7.5 9.5

160 18.0 4.3 6.8 7.5 9.5

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

W1.0
(西へ20km)

20 18.7(18.61) 4.6 7.1 7.8 9.8

40 18.7(18.61) 4.6 7.1 7.9 9.8

60 18.7(18.62) 4.6 7.1 7.9 9.8

80 18.7(18.622) 4.6 7.1 7.9 9.8

100 18.7(18.624) 4.6 7.1 7.9 9.8

120 18.7(18.622) 4.6 7.2 7.9 9.8

140 18.7(18.62) 4.6 7.1 7.9 9.8

160 18.7(18.62) 4.6 7.1 7.9 9.8

W2.0
(西へ40km)

20 15.7 4.4 6.7 7.2 9.1

40 15.7 4.4 6.7 7.2 9.1

60 15.7 4.4 6.7 7.2 9.2

80 15.7 4.4 6.8 7.2 9.2

100 15.7 4.4 7.1 7.2 9.2

120 15.7 4.4 7.1 7.2 9.2

140 15.7 4.4 6.9 7.2 9.2

160 15.7 4.4 6.7 7.2 9.2

W3.0
(西へ60km)

20 9.8 4.2 5.8 5.6 6.5

40 10.7 4.2 6.1 6.1 7.5

60 12.2 4.2 6.1 6.2 8.0

80 13.0 4.3 6.5 6.5 8.2

100 12.4 4.3 6.7 6.6 8.4

120 12.2 4.2 6.7 6.6 8.6

140 12.2 4.2 6.6 6.5 8.4

160 12.2 4.2 6.4 6.4 8.2

■ 検討波源モデルAについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

大すべり域の位置

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0(東へ40km)* 19.7(19.62) 4.7 7.2 8.0 9.9

E1.5(東へ30km) 19.7(19.61) 4.7 7.2 8.0 9.9

E1.0(東へ20km) 19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

E0.5(東へ10km) 19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

０ (基準位置) 19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

W0.5(西へ10km) 19.5 4.6 7.2 8.0 9.9

W1.0(西へ20km) 19.1 4.6 7.2 7.9 9.9

W1.5(西へ30km) 18.1 4.6 7.1 7.8 9.7

W2.0(西へ40km) 15.7 4.3 6.7 7.2 9.1

W2.5(西へ50km) 12.3 4.3 6.3 6.4 8.2

W3.0(西へ60km) 8.7 4.2 4.7 4.7 5.4

・太字：検討波源モデルA（大すべり域が１箇所のケース）のうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。
・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・太字：検討波源モデルA（大すべり域が2箇所のケース）のうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

：評価地点における最大上昇水位が大きく、基準断層モデル
として選定することとしたケース
(赤字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値

およびそれと同程度の値)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

大すべり域を東西へ20kmずつ移動させて検討した結果、他のケースの影響を下回っ
ていることから、大すべり域を東西へ約10kmずつ移動させる検討を実施せずに、他の
ケースで代表できると判断した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位上昇側：検討波源モデルB-1）

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0
(東へ

40km)*

20 11.5 3.8 5.9 5.9 7.4

40 12.3 3.6 5.7 6.1 8.3

60 12.1 3.6 6.1 6.3 8.5

80 13.2 3.6 6.1 6.3 8.5

100 14.5 3.6 6.2 6.4 8.7

120 13.2 3.6 6.4 6.6 8.7

140 10.1 3.6 6.3 6.2 7.9

160 9.8 3.6 5.6 5.7 6.9

E1.0
(東へ

20km)

20 11.0 4.1 6.0 6.0 7.8

40 12.9 4.1 6.0 6.1 8.2

60 13.2 4.1 6.1 6.2 8.1

80 14.1 4.1 6.2 6.3 8.4

100 13.6 4.1 6.4 6.5 8.6

120 10.8 4.1 6.3 6.3 8.1

140 9.2 4.2 6.0 6.0 7.5

160 9.2 4.2 6.0 6.0 7.5

0
(基準
位置)

20 13.4 4.4 6.3 6.2 8.2

40 12.4 4.4 6.3 6.2 8.2

60 13.7 4.4 6.3 6.3 8.2

80 13.2 4.5 6.3 6.3 8.3

100 10.3 4.5 6.3 6.3 8.2

120 9.8 4.5 6.3 6.3 8.2

140 9.8 4.5 6.3 6.3 8.2

160 9.8 4.5 6.3 6.3 8.2

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

W1.0
(西へ

20km)

20 10.9 4.6 6.5 6.4 8.4

40 12.7 4.6 6.5 6.4 8.4

60 10.8 4.6 6.5 6.4 8.4

80 10.6 4.6 6.5 6.5 8.4

100 10.7 4.6 6.5 6.5 8.4

120 10.7 4.7 6.5 6.5 8.4

140 10.7 4.7 6.5 6.5 8.4

160 10.7 4.7 6.6 6.5 8.4

W2.0
(西へ

40km)

20 11.6 4.4 6.1 6.1 7.2

40 9.5 4.5 6.1 6.1 7.3

60 9.5 4.5 6.1 6.1 7.4

80 9.4 4.5 6.1 6.1 7.3

100 9.5 4.5 6.2 6.1 7.3

120 9.1 4.5 6.2 6.1 7.3

140 9.3 4.5 6.2 6.2 7.8

160 9.7 4.5 6.2 6.1 7.8

W3.0
(西へ

60km)

20 9.7 4.5 5.8 5.8 6.5

40 9.0 4.5 5.8 5.8 6.4

60 8.4 4.5 5.8 5.8 6.1

80 9.5 4.5 5.8 5.8 6.4

100 9.6 4.5 6.1 6.1 7.2

120 9.4 4.5 6.3 6.2 7.6

140 9.8 4.5 6.3 6.2 7.9

160 10.9 4.5 6.3 6.2 7.8

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

大すべり域の位置

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0(東へ40km)* 10.5 4.6 6.5 6.4 8.4

E1.5(東へ30km) 10.5 4.6 6.5 6.4 8.4

E1.0(東へ20km) 10.5 4.6 6.5 6.4 8.4

E0.5(東へ10km) 10.6 4.6 6.5 6.4 8.4

０ (基準位置) 10.6 4.6 6.5 6.4 8.4

W0.5(西へ10km) 10.6 4.6 6.5 6.4 8.4

W1.0(西へ20km) 10.7 4.6 6.5 6.5 8.4

W1.5(西へ30km) 9.9 4.5 6.5 6.3 8.3

W2.0(西へ40km) 8.7 4.4 6.1 6.1 7.2

W2.5(西へ50km) 8.7 4.4 6.1 6.0 7.1

W3.0(西へ60km) 9.7 4.5 5.9 5.8 6.2

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、
小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・太字：検討波源モデルB-1（大すべり域が１箇所のケース）のうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・太字：検討波源モデルB-1（大すべり域が2箇所のケース）のうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

■ 検討波源モデルB-1について、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

大すべり域を東西へ20kmずつ移動させて検討した結果、他のケースの影響を下回っ
ていることから、大すべり域を東西へ約10kmずつ移動させる検討を実施せずに、他の
ケースで代表できると判断した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位上昇側：検討波源モデルB-2、C）

■ 検討波源モデルB-2、Cについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

大すべり域の位置
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0(東へ40km)* 11.1 4.9 6.6 6.4 7.7

E1.5(東へ30km) 9.9 4.8 6.6 6.4 7.7

E1.0(東へ20km) 9.9 4.8 6.6 6.4 7.7

E0.5(東へ10km) 9.9 4.8 6.6 6.4 7.7

０ (基準位置) 9.9 4.8 6.6 6.4 7.7

W0.5(西へ10km) 9.9 4.9 6.6 6.4 7.7

W1.0(西へ20km) 9.9 4.9 6.6 6.4 7.7

W1.5(西へ30km) 9.8 4.8 6.5 6.4 7.6

W2.0(西へ40km) 9.3 4.5 6.4 6.3 8.0

W2.5(西へ50km) 9.0 4.5 6.2 6.2 6.5

W3.0(西へ60km) 8.8 4.7 6.4 6.3 6.8

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

検討波源モデルB-2 水位上昇側

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、
小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・太字：検討波源モデルB-2のうち、敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

検討波源モデルC 水位上昇側

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

大すべり域の位置
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E3.0(東へ60km)* 12.4 5.3(5.30) 7.6(7.52) 7.6(7.60) 9.5(9.48)

E2.5(東へ50km) 12.4 5.3(5.29) 7.6(7.51) 7.6(7.59) 9.5(9.47)

E2.0(東へ40km) 12.4 5.3 7.5 7.6 9.5

E1.5(東へ30km) 12.3 5.3 7.5 7.6 9.5

E1.0(東へ20km) 12.3 5.3 7.5 7.6 9.5

E0.5(東へ10km) 12.3 5.3 7.5 7.6 9.5

０ (基準位置) 12.3 5.3 7.5 7.5 9.4

W0.5(西へ10km) 11.5 5.2 7.3 7.2 9.0

W1.0(西へ20km) 10.8 4.7 6.7 6.7 8.5

W1.5(西へ30km) 10.0 4.2 6.1 6.1 7.4

W2.0(西へ40km) 9.8 4.0 6.2 6.1 7.0

W2.5(西へ50km) 9.8 3.9 6.1 6.1 7.2

W3.0(西へ60km) 9.2 3.9 6.1 6.1 7.3

W3.5(西へ70km) 10.2 4.1 6.3 6.1 7.7

W4.0(西へ80km) 11.7 4.2 6.4 6.3 8.0

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい1～5号取水槽の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、
津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

・太字：検討波源モデルCのうち、1~5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位上昇側：検討波源モデルD）

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E2.0
(東へ

40km)*

20 12.5 4.6 7.0 6.8 8.5
40 11.6 4.4 6.5 6.4 7.9
60 15.1 4.3 6.4 6.3 8.5
80 15.5 4.3 6.7 6.9 9.0
100 13.8 4.3 6.7 6.7 8.6
120 14.8 4.3 6.7 6.5 8.4
140 12.3 4.3 6.5 6.4 8.3
160 12.0 4.3 6.4 6.3 7.6

E1.0
(東へ

20km)

20 11.7 5.0 7.1 6.9 8.5
40 15.5 4.9 7.0 6.8 8.4
60 15.7 4.9 7.0 6.9 8.8
80 14.4 4.9 7.0 6.8 8.5
100 14.9 5.0 7.0 6.8 8.5
120 13.8 5.0 7.0 6.8 8.4
140 13.7 5.0 7.0 6.8 8.4
160 13.7 5.0 7.0 6.8 8.4

0
(基準位置)

20 12.1 5.1 7.2 7.1 8.7
40 12.6 5.1 7.2 7.1 8.8
60 12.8 5.1 7.2 7.1 8.9
80 12.7 5.1 7.2 7.1 9.1
100 14.5 5.1 7.2 7.1 8.8
120 12.4 5.1 7.2 7.1 8.7
140 12.0 5.1 7.2 7.1 8.7
160 12.0 5.1 7.2 7.1 8.7

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

大すべり域の位置
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

E5.0(東へ100km)* 14.2 5.8 8.3 8.5 10.3
E4.5(東へ90km) 14.6 5.8 8.4 8.8 10.7
E4.0(東へ80km) 15.9 5.9 8.6 9.1 11.1
E3.5(東へ70km) 16.4 6.0 8.7 9.3 11.2
E3.0(東へ60km) 16.5 6.2 8.7 9.3 11.3
E2.5(東へ50km) 16.5 6.1 8.7 9.2 11.2
E2.0(東へ40km) 15.7 5.9 8.5 8.8 10.9
E1.5(東へ30km) 13.8 5.6 8.0 8.2 10.2
E1.0(東へ20km) 12.9 5.3 7.5 7.6 9.5
E0.5(東へ10km) 12.0 4.8 7.0 7.1 9.0

０ (基準位置) 10.7 5.1 6.8 6.7 8.7
W0.5(西へ10km) 10.3 5.2 6.7 6.6 8.6
W1.0(西へ20km) 10.0 5.2 6.8 6.7 8.5
W1.5(西へ30km) 9.6 5.1 6.9 6.6 8.4
W2.0(西へ40km) 11.5 4.9 6.7 6.5 8.2
W2.5(西へ50km) 11.9 4.5 6.4 6.3 7.7
W3.0(西へ60km) 10.6 4.4 5.4 5.3 6.0

敷地に近い
大すべり域の

位置

東西の大すべり
域間の距離

(km)

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

W1.0
(西へ

20km)

20 13.5 4.7 6.7 6.5 8.5
40 14.1 4.7 6.9 6.8 8.8
60 12.6 4.8 6.9 6.7 8.9
80 13.2 4.8 6.7 6.6 8.7
100 12.9 4.8 6.7 6.5 8.4
120 11.5 4.8 6.7 6.5 8.4
140 10.7 4.8 6.7 6.5 8.4
160 11.7 4.8 6.7 6.5 8.4

W2.0
(西へ

40km)

20 11.0 4.6 6.7 6.5 8.4
40 11.7 4.7 6.7 6.5 8.5
60 12.4 4.9 7.3 7.0 8.4
80 11.1 5.0 7.6 7.2 8.3
100 11.1 5.0 7.7 7.2 8.8
120 10.4 4.9 7.4 7.0 8.6
140 13.8 4.7 7.0 6.7 8.4
160 14.2 4.7 6.7 6.6 8.4

W3.0
(西へ

60km)

20 14.6 4.7 7.0 6.8 7.9
40 16.2 4.8 7.3 7.3 8.5
60 16.1 4.9 7.8 7.7 8.9
80 15.7 5.0 8.0 7.7 9.5
100 15.4 4.9 7.8 7.6 9.2
120 14.8 4.7 7.5 7.2 8.9
140 14.0 4.6 7.2 6.9 8.6
160 14.0 4.6 6.9 6.9 8.8

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい1～5号取水槽の評価地点に着
目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースに
よる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小
さい桁数まで比較し選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

・検討波源モデルD(大すべり域が2箇所のケース) において、「W3.0・距離80km」ケースと「0・距離20~160km」
ケースとは、1～5号取水槽の津波影響を代表する観点からケースを絞り込めないが、いずれのケースも検討波源モデ
ルD(大すべり域が1箇所のケース)の津波評価結果より小さく、評価上影響がないため、抜粋するケースは3~5号取
水槽の最大上昇水位が大きい「W3.0・距離80km」のケースとした。

C3

・太字：検討波源モデルD（大すべり域が１箇所のケース）のうち、
1~5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

：評価地点における最大上昇水位が大きく、基準断層モデル
として選定することとしたケース
赤字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値お

よびそれと同程度の値

・太字：検討波源モデルD（大すべり域が2箇所のケース）のうち、
1~5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

■ 検討波源モデルDについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

大すべり域を東西へ20kmずつ移動させて検討した結果、他のケースの影響を下回っ
ていることから、大すべり域を東西へ約10kmずつ移動させる検討を実施せずに、他の
ケースで代表できると判断した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位下降側：検討波源モデルA）

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0
(東へ40km)*

20 4.1 4.1

40 4.0 4.0

60 5.1 5.2

80 6.1 6.0

100 9.2 9.2

120 12.1 12.1

140 12.5 12.5

160 11.8 11.9

E1.0
(東へ20km)

20 4.6 4.6

40 6.3 5.7

60 7.7 7.7

80 9.3 9.5

100 12.1 12.1

120 11.7 11.8

140 11.6 11.5

160 11.3 11.1

0
(基準位置)

20 6.3 6.2

40 8.7 8.7

60 12.0 11.9

80 12.3 12.2

100 11.9 11.9

120 11.7 11.6

140 11.7 11.6

160 11.5 11.3

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

W1.0
(西へ20km)

20 11.3 11.3

40 11.8 11.7

60 11.8 11.7

80 11.5 11.4

100 11.2 11.2

120 11.3 11.2

140 11.4 11.4

160 8.3 8.2

W2.0
(西へ40km)

20 11.3 11.3

40 11.3 11.3

60 10.5 10.5

80 10.0 10.0

100 9.9 9.8

120 8.1 8.2

140 6.7 7.2

160 6.0 5.9

W3.0
(西へ60km)

20 8.5 8.3

40 8.1 8.1

60 7.1 7.0

80 6.6 6.5

100 6.5 6.4

120 7.2 8.1

140 5.0 5.2

160 6.2 6.2

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0(東へ40km)* 4.4 4.4

E1.5(東へ30km) 4.2 4.2
E1.0(東へ20km) 4.3 4.3

E0.5(東へ10km) 4.3 4.3

０ (基準位置) 4.3 4.3

W0.5(西へ10km) 4.6 4.6

W1.0(西へ20km) 4.5 4.5

W1.5(西へ30km) 4.4 4.4

W2.0(西へ40km) 7.1 6.9

W2.5(西へ50km) 5.1 4.8

W3.0(西へ60km) 5.3 5.2

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津
波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評
価する。

C3

・太字：検討波源モデルA（大すべり域が1箇所のケース）のうち、
3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

2箇所の大すべり域を東西へ20kmずつ移動させた全ての検討波源モデルの検討の結果、
敷地に影響の大きいケースとして選定。このケースを中心に更に2箇所の大すべり域を東西
へ約10kmずつ独立に移動させて敷地への影響を検討。（p.154参照）

■ 検討波源モデルAについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位下降側：検討波源モデルB-1）

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0
(東へ40km)*

20 5.3 5.4

40 5.4 5.4

60 5.5 5.4

80 5.8 6.2

100 10.8 10.6

120 11.9 11.9

140 11.1 11.1

160 11.3 11.2

E1.0
(東へ20km)

20 5.6 5.6

40 6.0 5.9

60 7.0 6.9

80 11.1 11.0

100 10.9 10.8

120 11.1 11.0

140 11.4 11.4

160 11.0 11.0

0
(基準位置)

20 6.6 6.5

40 8.6 8.6

60 10.6 10.6

80 10.2 10.1

100 10.6 10.5

120 10.9 10.7

140 10.4 10.4

160 10.4 10.4

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

W1.0
(西へ20km)

20 10.3 10.2

40 10.8 10.8

60 10.2 10.3

80 9.6 9.6

100 9.7 9.7

120 9.7 9.7

140 9.4 9.5

160 9.0 9.0

W2.0
(西へ40km)

20 9.6 9.5

40 9.3 9.4

60 8.7 8.7

80 8.8 8.8

100 8.8 8.7

120 8.4 8.5

140 7.1 7.1

160 6.2 6.1

W3.0
(西へ60km)

20 7.4 7.4

40 6.8 6.8

60 6.4 6.4

80 5.4 5.4

100 5.1 5.1

120 5.1 5.1

140 5.1 5.1

160 5.5 5.5

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0(東へ40km)* 5.2 5.2

E1.5(東へ30km) 5.2 5.2

E1.0(東へ20km) 5.2 5.2

E0.5(東へ10km) 5.2 5.2

０ (基準位置) 5.3 5.2

W0.5(西へ10km) 5.5 5.5

W1.0(西へ20km) 5.5 5.4

W1.5(西へ30km) 5.4 5.4

W2.0(西へ40km) 5.5 5.4

W2.5(西へ50km) 5.1 5.1

W3.0(西へ60km) 5.1 5.1

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・太字：検討波源モデルB-1（大すべり域が1箇所のケース）のうち、
3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

・太字：検討波源モデルB-1（大すべり域が2箇所のケース）のうち、
3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

■ 検討波源モデルB-1について、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

大すべり域を東西へ20kmずつ移動させて検討した結果、他のケースの影響を下回っ
ていることから、大すべり域を東西へ約10kmずつ移動させる検討を実施せずに、他の
ケースで代表できると判断した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位下降側：検討波源モデルB-2、C）

■ 検討波源モデルB-2,Cについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

大すべり域の位置

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0(東へ40km)* 7.4 7.3

E1.5(東へ30km) 6.0 6.0

E1.0(東へ20km) 5.3 5.6

E0.5(東へ10km) 6.2 6.3

０ (基準位置) 6.0 6.4

W0.5(西へ10km) 6.1 6.1

W1.0(西へ20km) 6.6 6.6

W1.5(西へ30km) 7.7 7.7

W2.0(西へ40km) 8.7 8.7

W2.5(西へ50km) 8.0 8.0

W3.0(西へ60km) 6.3 6.2

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

検討波源モデルB-2 水位下降側

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・太字：検討波源モデルB-2のうち、3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

検討波源モデルC 水位下降側

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E3.0(東へ60km)* 11.4 10.1

E2.5(東へ50km) 10.4 10.3

E2.0(東へ40km) 9.9 9.9

E1.5(東へ30km) 8.7 8.7

E1.0(東へ20km) 8.1 8.1

E0.5(東へ10km) 8.2 8.2

０ (基準位置) 8.1 8.0

W0.5(西へ10km) 9.2 9.3

W1.0(西へ20km) 10.4 10.4

W1.5(西へ30km) 9.4 9.5

W2.0(西へ40km) 8.9 8.9

W2.5(西へ50km) 7.7 7.7

W3.0(西へ60km) 7.2 7.1

W3.5(西へ70km) 7.1 7.0

W4.0(西へ80km) 7.4 7.3

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影
響を包絡する)ケースを選定した。
なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

・太字：検討波源モデルCのうち、3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位下降側：検討波源モデルD）

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0
(東へ40km)*

20 5.9 5.8

40 5.4 5.3

60 4.9 4.6

80 7.4 7.4

100 9.1 9.4

120 11.2 11.1

140 11.5 11.5

160 12.4 12.3

E1.0
(東へ20km)

20 5.1 5.0

40 6.4 6.4

60 7.2 7.1

80 10.0 10.0

100 11.0 10.9

120 11.4 11.3

140 11.9 11.8

160 12.2 12.1

0
(基準位置)

20 6.6 6.5

40 8.0 8.0

60 10.2 10.2

80 11.3 11.3

100 11.5 11.4

120 12.1 12.0

140 12.5 12.3

160 11.9 11.7

東海地域の大すべり域が2箇所のケース東海地域の大すべり域が1箇所のケース

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

大すべり域の位置
水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E5.0(東へ100km)* 5.1 5.1

E4.5(東へ90km) 5.1 5.1

E4.0(東へ80km) 5.1 5.0

E3.5(東へ70km) 5.1 5.1

E3.0(東へ60km) 5.4 5.5

E2.5(東へ50km) 7.3 7.2

E2.0(東へ40km) 7.9 7.9

E1.5(東へ30km) 8.2 8.2
E1.0(東へ20km) 8.7 8.7

E0.5(東へ10km) 8.3 8.4

０ (基準位置) 8.7 8.8

W0.5(西へ10km) 9.3 9.2

W1.0(西へ20km) 8.9 8.9
W1.5(西へ30km) 7.4 7.5
W2.0(西へ40km) 8.0 8.0
W2.5(西へ50km) 7.3 7.3
W3.0(西へ60km) 6.9 6.9

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間の
距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

W1.0
(西へ20km)

20 10.7 10.8

40 11.3 11.4

60 11.5 11.5

80 11.6 11.6

100 11.9 11.9

120 12.0 11.9

140 11.6 11.5

160 9.6 9.5

W2.0
(西へ40km)

20 10.4 10.6

40 11.1 11.0

60 10.9 10.9

80 11.2 11.2

100 11.4 11.3

120 10.8 10.7

140 9.2 9.0

160 8.1 7.8

W3.0
(西へ60km)

20 9.6 9.6

40 9.7 9.7

60 8.9 9.0

80 7.9 7.8

100 8.0 7.8

120 8.7 8.6

140 7.6 7.4

160 7.7 7.5

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、

津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価

する。

C3

・太字：検討波源モデルD（大すべり域が1箇所のケース）のうち、
3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

2箇所の大すべり域を東西へ20kmずつ移動させた全ての検討波源モデルの検討の結果、
敷地に影響の大きいケースとして選定。このケースを中心に更に2箇所の大すべり域を東西
へ約10kmずつ独立に移動させて敷地への影響を検討。（次頁参照）

■ 検討波源モデルDについて、概略パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース

*大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの概略パラメータスタディ結果
（水位下降側：検討波源モデルA、D(大すべり域2箇所10kmずつ移動)）

■ 水位下降側の検討のうち、評価地点における水位低下時間の影響が大きい検討波源モデルA、Dの大すべり域が2箇所のケースについて、敷地に影響の大きい
ケースを中心として、2箇所の大すべり域を東西へ約10kmずつ独立に移動させて検討し、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定した。

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

C3

・太字：検討波源モデルA、D（大すべり域が2箇所10kmずつ移動したケース）のうち、 3,4号取水塔の水位低下時間が最も大きいケース

：評価地点における水位低下時間が大きく、基準断層モデルとして選定することとしたケース
青字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値およびそれと同程度の値

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間
の距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E2.0
(東へ40km)*

120 12.1 12.1

140 12.5 12.5

160 11.8 11.9

E1.0
(東へ20km)

100 12.1 12.1

120 11.7 11.8

140 11.6 11.5

検討波源モデルA：東海地域の大すべり域が2箇所のケース

E2.0
(東へ40km)*

130 12.6 12.5

140 12.5 12.5

150 12.0 12.0

E1.5
(東へ30km)

120 12.5 12.5

130 12.4 12.4

140 11.7 11.7

敷地に近い
大すべり域の位置

東西の大すべり域間
の距離(km)

水位低下時間(min)

3号取水塔 4号取水塔

E1.0
(東へ20km)

140 11.9 11.8

160 12.2 12.1

0
(基準位置)

120 12.1 12.0

140 12.5 12.3

160 11.9 11.7

W1.0
(西へ20km)

100 11.9 11.9

120 12.0 11.9

140 11.6 11.5

E0.5
(東へ10km)

140 12.1 11.9

150 12.3 12.1

160 12.0 11.9

0
（基準位置）

130 12.3 12.0

140 12.5 12.3

150 12.2 12.1

W0.5
(西へ10km)

120 12.1 11.7

130 12.3 12.0

140 12.1 11.9

検討波源モデルD：東海地域の大すべり域が2箇所のケース

10km
ずつ移動

20km
ずつ移動

10km
ずつ移動

20km
ずつ移動

*超大すべり域・大すべり域が波源モデルの東端に達しているケース
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敷地前面における最大上昇水位の比較
（検討波源モデルAの概略パラメータスタディ結果）

東端

検討波源モデルＡの概略パラメータスタディ

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（敷地前面における最大上昇水位の比較)

比較範囲

西端 東端

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

最
大
上
昇
水
位
(T
.P
.m

)

基準断層モデル1-1による津波高 概略パラメータスタディによる津波高

25.0

20.0

15.0

10.0

0.0

5.0

最
大

上
昇

水
位

（
T
.P

.m
）

西端 東端

検討波源モデルA(大すべり域1箇所)

検討波源モデルA(大すべり域2箇所)

検討波源モデルB-1(大すべり域1箇所)

検討波源モデルB-1(大すべり域2箇所)

検討波源モデルB-2

検討波源モデルC

検討波源モデルD(大すべり域1箇所)

検討波源モデルD(大すべり域2箇所)

25.0

20.0

15.0

10.0

0.0

5.0

最
大

上
昇

水
位

（
T
.P

.m
）

西端 東端敷地前面における最大上昇水位の比較
（各検討波源モデルの概略パラメータスタディ結果のうち敷地前面最大ケース）

最大19.7m

C3

最大19.7m
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（選定した基準断層モデル：水位上昇側)

基準断層モデル1-1

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ40km移動

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ30km移動

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ20km移動

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)
30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-2 基準断層モデル1-3

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（選定した基準断層モデル：水位上昇側)

基準断層モデル1-4

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ10km移動

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり：基準位置

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)
30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-5

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

C3

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（選定した基準断層モデル：水位上昇側)

基準断層モデル3-1

検討波源モデルD（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ70km移動

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

16.4 6.0 8.7 9.3 11.2

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

16.5 6.2 8.7 9.3 11.3

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

16.5 6.1 8.7 9.2 11.2

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

検討波源モデルD（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ60km移動

検討波源モデルD（東海地域の大すべり域：１箇所）
大すべり域を東へ50km移動

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)
30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル3-2 基準断層モデル3-3

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（選定した基準断層モデル：水位下降側)

基準断層モデル2-1

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：2箇所）
敷地に近い大すべり域を東へ40km移動

東西の大すべり域間の距離130km

最大下降水位分布

0 1km

最大下降水位分布

0 1km

最大下降水位分布

0 1km

基準断層モデル2-2 基準断層モデル2-3

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：2箇所）
敷地に近い大すべり域を東へ40km移動

東西の大すべり域間の距離140km

検討波源モデルA（東海地域の大すべり域：2箇所）
敷地に近い大すべり域を東へ30km移動

東西の大すべり域間の距離120km

3号取水塔 4号取水塔

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.6min)

海底面
(12.5min)

最大水位低下時間：12.5min最大水位低下時間：12.6min

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

3号取水塔 4号取水塔

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.5min)

海底面
(12.5min)

最大水位低下時間：12.5min最大水位低下時間：12.5min

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

3号取水塔 4号取水塔

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.5min)

海底面
(12.5min)

最大水位低下時間：12.5min最大水位低下時間：12.5min

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0
波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果（大すべり域の位置の不確かさ考慮）
（選定した基準断層モデル：水位下降側)

最大下降水位分布

0 1km

基準断層モデル4-1

検討波源モデルD（東海地域の大すべり域：2箇所）
敷地に近い大すべり域が基準位置
東西の大すべり域間の距離140km

3号取水塔 4号取水塔

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(12.5min)

海底面
(12.3min)

最大水位低下時間：12.3min最大水位低下時間：12.5min

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0
波源モデル

浜岡原子力発電所

C3

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果一覧（再掲）
(水位上昇側) C3

■ 検討波源モデルA～Dの水位上昇側の概略パラメータスタディの結果、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。

モデル名
大すべり域

の数

最大上昇水位(T.P. m)
備考

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽4号取水槽5号取水槽

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ40km

19.7 4.7 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ30km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ20km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 東海地域の大すべり域を東へ10km

19.6 4.6 7.2 8.0 9.9 基準位置

東海地域：
2箇所

18.7 4.6 7.1 7.9 9.8
東海地域の敷地に近い大すべり域を西へ
20km移動、大すべり域間の距離100km

検討波源モデルB-1 
（断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(東海断層系)に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

10.7 4.6 6.5 6.5 8.4 東海地域の大すべり域を西へ20km

東海地域：
2箇所

14.5 3.6 6.2 6.4 8.7
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離100km

検討波源モデルB-2 （断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(御前崎海脚東部の断層帯)に伝播するモデル）

東海地域：
1箇所

11.1 4.9 6.6 6.4 7.7 東海地域の大すべり域を東へ40km

検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

東海地域、
南海地域：

1箇所
12.4 5.3 7.6 7.6 9.5 東海地域の大すべり域を東へ60km

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

東海地域：
1箇所

16.4 6.0 8.7 9.3 11.2 東海地域の大すべり域を東へ70km

16.5 6.2 8.7 9.3 11.3 東海地域の大すべり域を東へ60km

16.5 6.1 8.7 9.2 11.2 東海地域の大すべり域を東へ50km

東海地域：
2箇所

15.7 5.0 8.0 7.7 9.5
東海地域の敷地に近い大すべり域を西へ
60km移動、大すべり域間の距離80km

⇒基準断層モデル1-1

⇒基準断層モデル1-2

⇒基準断層モデル1-3

⇒基準断層モデル1-4

⇒基準断層モデル1-5

⇒基準断層モデル3-1

⇒基準断層モデル3-2

⇒基準断層モデル3-3

概略パラメータスタディの結果選定した基準断層モデルに対して、4.3章で詳細パラメータスタディを実施する。

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース

：評価地点における最大上昇水位が大きく、基準断層モデルとして選定することとしたケース
（赤字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値およびそれと同程度の値）
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ結果一覧（再掲）
(水位下降側) C3

■ 検討波源モデルA～Dの水位下降側の概略パラメータスタディの結果、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。

モデル名 大すべり域の数
最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)

備考
3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(7.1min) 海底面(6.9min) 東海地域の大すべり域を西へ40km

東海地域：2箇所

海底面(12.6min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離130km

海底面(12.5min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離140km

海底面(12.5min) 海底面(12.5min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
30km移動、大すべり域間の距離120km

検討波源モデルB-1
（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層(東海断層系)に
伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(5.5min) 海底面(5.5min) 東海地域の大すべり域を西へ10km

東海地域：2箇所 海底面(11.9min) 海底面(11.9min)
東海地域の敷地に近い大すべり域を東へ
40km移動、大すべり域間の距離120km

検討波源モデルB-2（断層破壊がプレート境界面浅部・
分岐断層(御前崎海脚東部の断層帯)に伝播するモデル）

東海地域：1箇所 海底面(8.7min) 海底面(8.7min) 東海地域の大すべり域を西へ40km

検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

東海地域：1箇所
南海地域：1箇所

海底面(11.4min) 海底面(10.1min) 東海地域の大すべり域を東へ60km

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

東海地域：1箇所 海底面(9.3min) 海底面(9.2min) 東海地域の大すべり域を西へ10km

東海地域：2箇所 海底面(12.5min) 海底面(12.3min)
東海地域の敷地に近い大すべり域基準位置、
大すべり域間の距離140km

⇒基準断層モデル2-1

⇒基準断層モデル4-1

（水位下降側）

⇒基準断層モデル2-2

⇒基準断層モデル2-3

概略パラメータスタディの結果選定した基準断層モデルに対して、4.3章で詳細パラメータスタディを実施する。

・ 朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・ 海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース

：評価地点における水位低下時間が大きく、基準断層モデルとして選定することとしたケース
（青字は全ての概略パラメータスタディ結果の中での最大値およびそれと同程度の値）
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79

135

142

163

197

206

212

219
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（検討方針)

■概略パラメータスタディで選定した基準断層モデルを対象として、更に、動的パラメータであるライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさを重畳して考慮し、
国内外の巨大地震・津波の発生事例に基づき、各パラメータの組合せを網羅的に検討し、敷地への影響が大きい波源モデルを選定した。

■詳細パラメータスタディでは、はじめに動的パラメータの中で敷地への影響が大きいライズタイムの不確かさを検討し、その結果、敷地への影響が最も大きいケースを対
象として、更に破壊伝播速度および破壊開始点の不確かさを考慮した。

ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさを重畳して考慮し、国内外の巨大地震・津波の発生事例およ
び内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて、各パラメータの組合せを網羅的に検討。

ライズタイムの不確かさ考慮

破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

詳細パラメータスタディ

最も敷地への影響の大きいモデルを選定

概略パラメータスタディ

〇概略パラメータスタディで選定した基準断層モデル

【水位上昇側】
基準断層モデル3-1~3-3

(検討波源モデルD)

【水位下降側】
基準断層モデル4-1

(検討波源モデルD)

【水位下降側】
基準断層モデル2-1~2-3

(検討波源モデルA)

C3

第1020回資料2-1
p.192一部修正

【水位上昇側】
基準断層モデル１-1~1-5

(検討波源モデルA)
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破
壊
開
始
点

■ 国内外の巨大地震・津波の破壊開始点の推定事例に基づき、大すべり域等の周囲に設定
する。

■ なお、大すべり域が2箇所のケースについては、敷地と破壊開始点との位置関係を踏まえて、
敷地に近い大すべり域の周囲に設定する。

■以下、6地点を設定：P1、P2、P3、P4、P5、P6 （下線は基準ケース）

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（設定条件）

■基準断層モデルの詳細パラメータスタディの設定条件は、以下のとおり。

詳細パラメータスタディの設定条件

第1020回資料2-1
p.193一部修正

C3

設定方法 設定内容

ラ
イ
ズ
タ
イ
ム

■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例に基づくライズタイム(300
～150s)を考慮する。また、国内外のMw8～9クラスの地震のすべり量とライズタイムの組合
せの分析結果に基づき、すべり量に応じたライズタイム(120s)を考慮する。
さらに、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、国内
外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って、内閣府の最大クラスモデ
ルのすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを考慮する。

■左記に基づくライズタイム300～60sを考慮し、以下のとおり設定
：300、270、240、210、180、150、120、90、60s

（下線は基準ケース）

破
壊
伝
播
速
度

■ 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の破壊伝播速度の推定事例および南海トラフの速
度構造から推定される破壊伝播速度(0.7～2.5km/s)に基づく破壊伝播速度を考慮する。

■左記に基づく破壊伝播速度0.7～2.5km/sを考慮し、以下、5ケースを設定
：0.7、1.0、1.5、2.0、2.5km/s
（下線は基準ケース）

基準断層モデル1-1の例
（検討波源モデルA）

浜岡原子力発電所

P：破壊開始点

P2

P1

P3

P6
P5

浜岡原子力発電所

P1

P3

P6
P5

P4

P：破壊開始点

基準断層モデル4-1の例
（検討波源モデルD）

P2P4

・すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、詳細パラメータスタディの中で考慮するとともに、ライズタイム60～120sの間のパラメータスタディを網羅的に実施した。

No.3コメント回答（検討波源モデルのパラメータスタディの方法）に伴う変更点
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①津波評価におけるライズタイムに関する知見
■津波評価におけるライズタイムに関する知見について整理した。

③Mw8~9クラスの地震の津波インバー
ジョンに基づくライズタイムの検討

⇒ 検討波源モデルのライズタイムは、Mw８~ 
9クラスの地震の津波インバージョン事例を
踏まえても概ね保守的な設定となっているが、
検討波源モデルのライズタイムを120sとする
ことにより、これらの地震の初期水位を上回
る設定となることを確認した。

④内閣府の設定したライズタイムに関する検討

⇒ 津波評価に影響の大きい初期水位に着目した検
討により、内閣府モデルは、国内外の巨大地震のス
ケーリングに基づく平均応力降下量、平均すべり量
等のパラメータの保守的な設定を、更に上回る設
定となっていることを確認した。

②-1 国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの
推定事例
⇒近年のMw9クラスの巨大地震の津波インバージョンから推定されるライ

ズタイムはすべり量が大きい小断層ほど長く、大きくすべった領域の小
断層のライズタイムは150～300sであることを確認した。

②-2 東北沖地震のライズタイムに関する分析

⇒ 東北沖地震の津波観測波形を対象として、タイムウィンドウの幅・個
数を細かく設定して津波のタイムウィンドウインバージョンを実施した結
果、東北沖地震のライズタイムとしては150～200s程度が最も適
切であるとともに、ライズタイムを60sとした場合の津波インバージョン
では津波観測波形を再現できないことを確認した。

⇒ 東北沖地震の再現モデルについて、すべり量を変更せずにライズタイ
ムを60sと極端に短く設定すると、東北沖地震の津波の周期・波長
等の物理特性は失われるとともに、東北沖地震の観測記録の津波
高を大幅に上回ることを確認。Mw9クラスの地震に対して内閣府の
ライズタイムの設定は過大な設定となっていることを確認した。

Mw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例および東北沖
地震のライズタイムに関する分析から推定されるライズタイムの設定

：150～300s

Mw8~9クラスの地震の津波インバージョン
に基づくライズタイムの保守的な設定

：120s

「代表パラメータの検討による方法」により検討された
内閣府の最大クラスモデルのライズタイムの設定

：60s

（津波評価におけるライズタイムの設定方針）
■ 検討波源モデルのライズタイムは、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例および東北沖地震のライズタイムに関する分析結果に基づき設定することとし、推

定されたライズタイム150～300sのうち、最も短い150sと設定する。
■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディでは、Mw9クラスの巨大地震・津波のライズタイムの推定事例に基づくライズタイム150～300sの他、Mw8~9クラスの地震の津波インバー

ジョンの検討結果に基づき保守的にライズタイム120sを考慮する。
更に、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って、敷地の津波評価に影
響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを検討することとし、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて他のパラメータの影響を代表
するよう非常に大きく設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討しているプレート間地震の津波評価の
うち検討波源モデルの詳細パラメータスタディにおいて考慮することとした。

第1020回資料2-1
p.219一部修正

「代表パラメータの検討による方法」により検討された内
閣府の最大クラスモデルは、すべり量とライズタイムの組
合せを非常に大きく設定することにより、その他のパラ
メータの津波影響を代表していることを確認した。

（補足説明資料5-5,5-6章）

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（ライズタイムに関する検討概要と津波評価における設定方針) C3
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■津波インバージョンにより推定された国内外の巨大地震（Mw9クラスの地震）の動的パラメータは以下のとおり。

津波インバージョンにより推定された巨大地震（Mw9クラスの地震）の動的パラメータ

Hirata et al.(2006) Fujii and Satake(2007)

ライズタイム：150s ライズタイム：180s

内閣府(2012b)

ライズタイム：300s

杉野ほか(2013)

ライズタイム：300s

Satake et al.(2013)

ライズタイム：150s

2011年東北沖地震 2004年スマトラ島沖地震

地震名 文献名 ライズタイム 破壊伝播速度 破壊開始点

2011年東北沖地震
(Mw9.0)

内閣府(2012b) 300s 2.0km/s 大きくすべった領域の深い側

杉野ほか(2013) 300s 1.5km/s

Satake et al.(2013) 150s 2.0km/s

2004年スマトラ島沖地震
(Mw9.1)

Hirata et al.(2006) 150s 0.7km/s 大きくすべった領域の周辺

Fujii and Satake(2007) 180s 1.0km/s

破壊伝播速度:0.7km/s 破壊伝播速度:1.0km/s破壊伝播速度:2.0km/s 破壊伝播速度:1.5km/s 破壊伝播速度:2.0km/s

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の動的パラメータの推定事例）

第509回資料1-2
p.74再掲

・巨大地震（Mw9クラスの地震）の動的パラメータ詳細は補足説明資料6-1章に記載。

C3
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：基準断層モデル１~４（検討波源モデルA、D）
（すべり量37m、ライズタイム150sのケース）

：基準断層モデル１~４（検討波源モデルA、D）
（すべり量37m、ライズタイム120sのケース）

：(参考)日本海溝の津波評価手法①～③の検討事例のモデル

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（国内外のMw8～9クラスの地震のすべり量とライズタイムの組合せの分析結果）

1) 補足説明資料5-6章のうち「内閣府の検討内容の確認結果」 2) 補足説明資料5-5章のうち「各パラメータの分析」

超
大

す
べ

り
域

の
す

べ
り
量

D
(m

)

（
基

準
化

し
た

超
大

す
べ

り
域

の
す

べ
り
量

D
’ 
=

D
/3

7
(m

))

・津波水位の等高線は、加藤ほか(2020)に基づく

国内外の地震のすべり量とライズタイムの組合せの比較分析結果
（ライズタイムを海域ごとの波速と隆起幅により基準化）

海域ごとのライズタイムの基準化パラメータ

項目 算定根拠

波速c
各海域の浅部断層の波速は、海溝軸の水深の1/2を

浅部領域の平均水深hとし、 ghにより算定

海底
隆起幅A

各海域の浅部領域の幅は、地震調査委員会の長期
評価の評価対象領域等から算定

(0.5) (1.0) (1.5)
0

10

20

30

40

50

(0.5)

(1.0)

(1.5)

60

基準化したライズタイムT’(=cT/A)

(0)

痕跡再現モデル
（9m、60s）

基準断層モデル１~４
（検討波源モデルA、D）
（37m、120s）

・基準化の詳細は補足説明資料6章参照T：ライズタイム

：2011年東北沖地震(Mw9.1)
：その他のMw9クラスの地震
：南海トラフで繰り返し発生しているMw8クラスの地震
：その他近年のMw8クラスの地震
：(参考)痕跡再現モデル

(遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル)
(南海トラフ広域の痕跡再現モデル)

・詳細は補足説明資料6章参照

■ ライズタイムの不確かさの考慮について、すべり量とライズタイムとはトレードオフの関係にある1)2)ことから、基準断層モデル1～4のすべり量とライズタイムの組合せについ
て、加藤ほか(2020)に基づき国内外のMw8～9の地震の津波インバージョン結果（計33波源モデル）のすべり量とライズタイムの組合せと比較した。

■ その結果、基準断層モデル1～4のライズタイムは、国内外のMw8～9の地震のすべり量とライズタイムの組合せを踏まえても概ね保守的な設定となっているが、ライズ
タイムを120sとすることにより、これら地震の発生事例を上回る設定となることを確認した。

基準断層モデル１~４
（検討波源モデルA、D）
（37m、150s）

C3

第1020回資料2-1
p.195一部修正
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■ 詳細パラメータスタディでは、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえ、国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に裕度を持って、敷地の津
波評価に影響の大きいすべり量とライズタイムの組合せを検討することとし、「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて非常に大きく設定されている
パラメータ（すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せ）を、「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」により検討しているプレート間地震の津波評価の中で考慮することとした。

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（内閣府の最大クラスモデルのすべり量とライズタイムの組合せの考慮)

第1020回資料2-1
p.217一部修正

C3

当社による検討 内閣府(2012)による検討

プレート間地震の津波評価 行政機関による津波評価

波源設定の考え方
歴史記録および
津波堆積物を再現

(A)各種パラメータの網羅的検討による方法
(B)代表パラメータの検討

による方法
(B)代表パラメータの検討

による方法

波源モデル

痕跡再現モデル
(2020年時点までの歴史記録
および津波堆積物に基づき、
南海トラフの痕跡高を再現した
モデル)

詳細パラメータスタディモデル
(国内外の発生事例に基づく)
(保守的に国内外の巨大地震・津波の発生
事例を踏まえてパラメータを設定し、国内外の
巨大地震・津波の発生事例に基づき、各パラ
メータの組合せを網羅的に検討したモデル)

詳細パラメータスタディモデル
(より慎重に裕度を持って検討)
(国内外の巨大地震・津波の発生事例に
対してより慎重に裕度を持って、敷地の津
波評価に影響の大きいすべり量とライズタイ
ムの組合せを検討したモデル)

内閣府の最大クラスモデル
(2020年時点までの津波堆積物等の
最新知見を踏まえて検討し、十分に保
守的な評価となっていることを確認した
モデル)

内閣府の最大クラスモデル
(2012年時点の科学的知見に基づ
き、これ以上ない津波として少ない
検討ケースで南海トラフの全域を網
羅するよう設定されたモデル)

パラメータの設定根拠
歴史記録および津波堆積

物調査に基づく痕跡高
国内外の巨大地震・津波の発生事例

国内外の巨大地震・津波の発生事例、
内閣府(2012)

内閣府(2012) ー

認
識
論
的
不
確
実
さ

面積 約8万km2 約14万km2 約14万km2 約14万km2 約14万km2

地震規模 Mw8.8 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1 Mw9.1

すべり量・ライズタイム
(すべり速度)

約9m・60s
(0.15m/s)

約37m・120～約37m・300s
(0.3～0.1m/s)

約37m・60s～約37m・300s
(0.6～0.1m/s)

約37m・60s
(0.6m/s)

約37m・60s
(0.6m/s)

浅部の破壊形態 破壊せず 境界面浅部/境界面浅部・分岐断層 境界面浅部/境界面浅部・分岐断層 境界面浅部 境界面浅部

(駿河湾域) (ー) (超大すべり域のすべり量を設定する) (超大すべり域のすべり量を設定する) (超大すべり域のすべり量を設定しない) (超大すべり域のすべり量を設定しない)

東海地域の
超大すべり域・
大すべり域の位置

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

東西約10kmごとに移動
（駿河湾～紀伊半島沖を含む）

１箇所・２箇所

東西約10kmごとに移動
（駿河湾～紀伊半島沖を含む）

１箇所・２箇所

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

駿河湾～紀伊半島沖
１箇所

破壊伝播速度 2.0km/s 0.7～2.5km/s 0.7～2.5km/s 2.5km/s 2.5km/s

偶然的
不確実さ

破壊開始点 大すべり域の下端中央
大すべり域の周囲の6地点

（大すべり域の下端中央を含む）
大すべり域の周囲の6地点

（大すべり域の下端中央を含む）
大すべり域の下端中央 大すべり域の下端中央

0
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渥
美

浜
松

磐
田

浜
岡

御
前
崎

津
波
高
（ｍ

）

明応

慶長

宝永

安政東海

昭和東南海

痕跡再現モデル

東海

東海・東南海

東海・東南海・南海

5地震

宝永

安政

歴史記録に基づく痕跡高

津波堆積物から推定される津波高
（津波堆積物の最大標高+0~2m

の高さを幅で示した）

「(B)代表パラメータの検討による方法」により検討された内閣府の最大クラスモデルにおいて他のパラメータの影響を
代表するよう非常に大きく設定されているすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを考慮

発生事例に
基づく

不確実さ
を考慮

安全側の評価を
実施するとの観点から、

内閣府の最大クラスモデル
そのものによる評価を考慮

発生事例が
限られている
ことを踏まえ

検討

「(A)各種パラメータの網羅的検討による方法」 による津波評価結果
：国内外の発生事例に基づく詳細パラメータスタディ
：より慎重に裕度を持って検討した詳細パラメータスタディ

「(B)代表パラメータの検討による方法」 による津波評価結果

：内閣府の最大クラスモデル

：痕跡再現モデル（遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル）の津波高

・(A)の方法による津波評価結果は、偶然的不確実さである破壊開始点を変えたケースの包絡値を記載。

渥美 浜松 磐田 浜岡

青字：国内外の発生事例に基づいた詳細パラメータスタディモデルにおいて、
内閣府の最大クラスモデルよりも不確かさの考慮がされているパラメータ

緑字：内閣府の最大クラスモデルにおいて非常に大きく設定されているパラメータ

海
岸

線
の

津
波

高
(m

)

（Ａ）各種パラメータの網羅的検討による方法：各パラメータの不確かさの組合せの科学的知見に基づく網羅的な検討により安全側の評価を行う考え方の方法
（Ｂ）代表パラメータの検討による方法：影響の大きい代表的なパラメータを科学的知見の範囲を超えて非常に大きく設定することにより、その他の現象の津波影響を代表させて安全側の評価を行う考え方の方法
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すべり量とライズタイムの組合せの比較分析結果
（ライズタイムを海域ごとの波速と隆起幅により基準化）
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・津波水位の等高線は、加藤ほか(2020)に基づく 海域ごとのライズタイムの基準化パラメータ

項目 算定根拠

波速c
各海域の浅部断層の波速は、海溝軸の水深の1/2を浅部領域の

平均水深hとし、 ghにより算定

海底
隆起幅A

各海域の浅部領域の幅は、地震調査委員会の長期評価の評価
対象領域等から算定
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(1.5)

60

基準化したライズタイムT’(=cT/A)

(0)

痕跡再現モデル

・基準化の詳細は補足説明資料6章参照T：ライズタイム

詳細パラメータ
スタディのモデル
（すべり量37m、
ライズタイム120s）

南海トラフの痕跡再現モデルの
すべり量とライズタイムの組合せ

（参考）
日本海溝の津波評価手法
①～③の検討事例のモデル

国内外の巨大地震・津波の発生事例に基づき
保守的に設定したすべり量とライズタイムの組合せ

東北沖地震のモデル
(日本海溝の痕跡再現モデル)の
すべり量とライズタイムの組合せ

詳細パラメータ
スタディのモデル
（すべり量37m、
ライズタイム60s）

国内外の巨大地震・津波の発生事例に対してより慎重に
裕度を持って設定したすべり量とライズタイムの組合せ

・詳細は補足説明資料6章参照

：より慎重に裕度を持って検討した詳細パラメータスタディのモデル

（すべり量37m、ライズタイム60sのケース）

：国内外の発生事例に基づく詳細パラメータスタディのモデル
（すべり量37m、ライズタイム120sのケース）

：痕跡再現モデル

【南海トラフの津波評価のモデル】

（参考）日本海溝の津波評価のモデル

■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディにおいて、国内外のMw9クラスの巨大地震・津波の発生事例が限られていることを踏まえて考慮することとした内閣府の最大
クラスモデルのすべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せは、東北沖地震のモデルのすべり量とライズタイムの組合せ、および、国内外の巨大地震・津波の発生事
例に基づき保守的に設定したすべり量とライズタイムの組合せに対して、より慎重に裕度をもった設定となっていることを加藤ほか(2020)に基づく検討により確認した。

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（内閣府の最大クラスモデルのすべり量とライズタイムの組合せの分析）

C3

第1020回資料2-1
p.218一部修正

：日本海溝の津波評価手法①～③の検討事例のモデル

：東北沖地震のモデル（日本海溝の痕跡再現モデル）
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
（すべり量とライズタイムの組合せの分析） C3

第1020回資料2-1
p.197一部修正

検討波源モデルのすべり量とライズタイムの基準化

想定モデル名

超大すべり域１)の
すべり量とライズタイム

各海域のパラメータ
基準化した

すべり量D’ 5)

基準化した
ライズタイムT’ 6)すべり量

D (m)
ライズタイム

T (s)

海溝軸付近の
平均水深2) 

(m)

浅部領域の
波速c3)

(m/s)

浅部領域の
幅A4)

(km)

検討波源モデル

基準断層モデル1～４（検討波源モデルA、D）
（すべり量37m、ライズタイム150sのケース）

36.8 150 4,000 140 50 1.00 0.42 

基準断層モデル1～４（検討波源モデルA、D）
（すべり量37m、ライズタイム120sのケース）

36.8 120 4,000 140 50 1.00 0.34 

基準断層モデル1～４（検討波源モデルA、D）
（すべり量37m、ライズタイム60sのケース）

36.8 60 4,000 140 50 1.00 0.17

（参考）
日本海溝の
津波評価手法
の検討事例
のモデル

日本海溝の津波評価手法①の検討事例のモデル 27.4 60 6,000 171 70 0.75 0.15 

日本海溝の津波評価手法②の検討事例のモデル 30.7 60 6,000 171 70 0.84 0.15 

日本海溝の津波評価手法③の検討事例のモデル 29.3 60 6,000 171 70 0.80 0.15 

1) すべり量とライズタイムについては、補足説明資料6章に記載。
なお、検討波源モデルＤのすべり量とライズタイムの組合せは、検討波源モデルAの数値で代表した。

2) 海溝軸付近の平均水深は、海底地形図に基づく。

3) 海溝軸付近の平均水深の1/2を海域の平均水深haと考え、c = 𝑔ℎaにより算出。

4) 南海トラフと日本海溝の浅部領域の幅は、地震調査委員会の長期評価の評価対象領域に基づく。
5) D’=D/36.8(m)により算出。
6) T’=ｃT/Aにより算出。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ結果一覧

モデル名 最大上昇水位(T.P. m)
備考

検討波源モデル 基準断層モデル 敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル1-1 22.7
(22.65)

4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-2 22.7
(22.64)

4.6 7.3 8.1 10.0
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ30km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-3 22.7
(22.61)

4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ20km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-4 22.6 4.6 7.3 8.1 10.0
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ10km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-5 22.6 4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：基準位置
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域
モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル3-1 19.5 6.4 8.9 9.5 11.6
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ70km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-2 19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-3 19.0 6.4 8.9 9.5 11.7
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ50km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

【水位上昇側】

■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果は以下のとおり。
■ なお、各基準断層モデルの詳細パラメータスタディ結果は、次ページ以降に示す。

モデル名 最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)
備考

検討波源モデル 基準断層モデル 3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル2-1 海底面(13.2min) 海底面(13.2min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離130km
【詳細パラスタ】 ライズタイム120s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル2-2 海底面(13.1min) 海底面(13.1min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離140km
【詳細パラスタ】 ライズタイム180s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

基準断層モデル2-3 海底面(13.5min) 海底面(13.5min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
【詳細パラスタ】 ライズタイム150s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域
モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル4-1 海底面(12.5min) 海底面(12.4min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：基準位置・距離140km 
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P1

【水位下降側】

C3

・ 朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・ 海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 173

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル1-1）

ライズタイム（ｓ）

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽3号取水槽4号取水槽5号取水槽

60 20.6 4.4 7.0 7.8 9.8

90 19.2 4.4 7.0 7.8 9.7

120 18.6 4.4 6.9 7.7 9.6

150 17.4 4.3 6.9 7.6 9.6

180 16.7 4.3 6.9 7.5 9.4

210 15.6 4.3 6.8 7.4 9.3

240 14.5 4.3 6.8 7.2 9.2

270 13.4 4.3 6.7 7.0 9.0

300 12.6 4.3 6.6 6.8 8.7

■基準断層モデル1-1について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 20.6 4.8 7.2 7.9 9.9

P2 17.1 3.8 6.5 7.1 9.0

P3 20.1 4.5 7.1 7.8 9.7

P4 20.5 4.6 7.2 7.9 9.8

P5 20.2 4.8 7.2 7.9 9.9

P6 22.3 4.9 7.4 8.3 10.2

1.0

P1 21.3 4.8 7.3 8.1 10.0

P2 18.2 4.1 6.7 7.4 9.3

P3 21.3 4.6 7.2 7.9 9.8

P4 21.7 4.6 7.2 8.0 9.9

P5 21.1 4.7 7.2 8.0 10.0

P6 22.5 4.9 7.4 8.3 10.2

1.5

P1 21.5 4.8 7.3 8.1 10.1

P2 19.8 4.3 6.9 7.7 9.6

P3 21.9 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.2 4.6 7.2 8.0 10.0

P5 21.8 4.7 7.3 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.4 8.2 10.2

2.0

P1 21.7 4.7 7.3 8.1 10.1

P2 20.6 4.4 7.0 7.8 9.8

P3 22.4 4.6 7.2 8.0 10.0

P4 22.5 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.1 4.7 7.3 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

2.5

P1 21.9 4.7 7.3 8.2 10.1

P2 21.0 4.4 7.1 7.9 9.9

P3 22.5 4.6 7.2 8.1 10.0

P4 22.7(22.65) 4.6 7.3 8.1 10.1

P5 22.2 4.7 7.3 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル1-1：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ40km移動させたケース）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

P：破壊開始点

浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル1-１（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）の詳細パラメータスタディのうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・太字 ：各評価地点において、全ての検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果の中での最大値

・ライズタイム60sとして検討

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの
津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル1-2）

■基準断層モデル1-2について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

60 20.5 4.4 7.0 7.8 9.8

90 19.2 4.4 7.0 7.7 9.7

120 18.6 4.4 6.9 7.7 9.6

150 17.4 4.4 6.9 7.6 9.6

180 16.6 4.3 6.9 7.5 9.4

210 15.6 4.3 6.8 7.4 9.3

240 14.5 4.3 6.8 7.2 9.2

270 13.3 4.3 6.7 7.0 9.0

300 12.5 4.3 6.6 6.8 8.7

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 20.8 4.8 7.3 8.0 9.9

P2 17.0 3.8 6.4 7.0 8.9

P3 20.0 4.5 7.1 7.8 9.7

P4 20.5 4.6 7.2 7.9 9.8

P5 19.9 4.7 7.2 7.8 9.8

P6 22.4 4.9 7.4 8.3 10.2

1.0

P1 21.4 4.8 7.3 8.1 10.0

P2 18.1 4.1 6.7 7.4 9.3

P3 21.1 4.5 7.1 7.9 9.8

P4 21.6 4.6 7.2 8.0 9.9

P5 20.8 4.7 7.2 7.9 9.9

P6 22.5 4.9 7.4 8.3 10.2

1.5

P1 21.6 4.8 7.3 8.1 10.1

P2 19.7 4.3 6.9 7.7 9.6

P3 21.9 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.2 4.6 7.2 8.0 10.0

P5 21.6 4.7 7.2 8.0 10.0

P6 22.4 4.8 7.4 8.2 10.2

2.0

P1 21.7 4.7 7.3 8.1 10.1

P2 20.5 4.4 7.0 7.8 9.8

P3 22.3 4.6 7.2 8.0 10.0

P4 22.5 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.0 4.7 7.2 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

2.5

P1 21.9 4.7 7.3 8.2 10.1

P2 20.9 4.4 7.1 7.9 9.9

P3 22.4 4.6 7.2 8.1 10.0

P4 22.7(22.64) 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.2 4.7 7.3 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル1-2：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ30km移動させたケース）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

P：破壊開始点

浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル1-2（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）の詳細パラメータスタディのうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの
津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・ライズタイム60sとして検討

C3
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浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル1-3）

ライズタイム（ｓ）

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

60 20.5 4.4 7.0 7.8 9.8

90 19.2 4.4 7.0 7.8 9.7

120 18.5 4.4 7.0 7.7 9.7

150 17.4 4.4 6.9 7.6 9.6

180 16.6 4.4 6.9 7.5 9.5

210 15.6 4.4 6.9 7.4 9.3

240 14.5 4.3 6.8 7.2 9.2

270 13.3 4.3 6.7 7.1 9.0

300 12.5 4.3 6.6 6.8 8.8

■基準断層モデル1-3について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル1-3：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ20km移動させたケース）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

P：破壊開始点

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル1-3（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）の詳細パラメータスタディのうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの
津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・ライズタイム60sとして検討

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 21.0 4.8 7.3 8.0 9.9

P2 16.9 3.9 6.4 7.0 8.9

P3 19.7 4.5 7.1 7.8 9.6

P4 20.4 4.6 7.2 7.9 9.9

P5 20.1 4.6 7.1 7.8 9.8

P6 22.4 4.9 7.4 8.3 10.2

1.0

P1 21.5 4.8 7.3 8.1 10.0

P2 18.2 4.1 6.7 7.4 9.3

P3 20.8 4.5 7.1 7.9 9.8

P4 21.6 4.6 7.2 8.0 9.9

P5 20.8 4.6 7.2 7.9 9.9

P6 22.5 4.9 7.4 8.3 10.2

1.5

P1 21.6 4.8 7.3 8.1 10.1

P2 19.7 4.3 6.9 7.7 9.7

P3 21.7 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.2 4.6 7.2 8.0 10.0

P5 21.6 4.6 7.2 8.0 10.0

P6 22.3 4.8 7.4 8.2 10.2

2.0

P1 21.8 4.7 7.3 8.1 10.1

P2 20.5 4.4 7.0 7.8 9.8

P3 22.2 4.6 7.2 8.0 10.0

P4 22.5 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.0 4.7 7.2 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

2.5

P1 21.9 4.7 7.3 8.2 10.1

P2 21.0 4.5 7.1 7.9 9.9

P3 22.3 4.6 7.2 8.1 10.0

P4 22.7(22.61) 4.6 7.3 8.1 10.1

P5 22.2 4.7 7.2 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル1-4）

■基準断層モデル1-4について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

60 20.5 4.5 7.1 7.8 9.8

90 19.3 4.5 7.0 7.8 9.8

120 18.5 4.4 7.0 7.7 9.7

150 17.4 4.4 6.9 7.6 9.6

180 16.6 4.4 6.9 7.5 9.5

210 15.7 4.4 6.9 7.4 9.4

240 14.5 4.4 6.8 7.3 9.2

270 13.4 4.3 6.7 7.1 9.0

300 12.5 4.3 6.7 6.9 8.8

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル1-4：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ10km移動させたケース）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

P：破壊開始点

浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル1-4（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）の詳細パラメータスタディのうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの
津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・ライズタイム60sとして検討

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 21.0 4.8 7.3 8.0 9.9

P2 16.9 4.0 6.5 7.0 9.0

P3 19.4 4.5 7.0 7.7 9.5

P4 20.3 4.6 7.2 7.9 9.9

P5 19.9 4.6 7.1 7.8 9.8

P6 22.4 4.9 7.4 8.3 10.2

1.0

P1 21.6 4.8 7.3 8.1 10.0

P2 18.3 4.2 6.8 7.4 9.4

P3 20.6 4.5 7.1 7.9 9.7

P4 21.5 4.6 7.2 8.0 9.9

P5 20.7 4.6 7.1 7.9 9.9

P6 22.5 4.9 7.4 8.3 10.2

1.5

P1 21.7 4.8 7.3 8.1 10.1

P2 19.8 4.4 7.0 7.7 9.7

P3 21.6 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.2 4.6 7.2 8.0 10.0

P5 21.5 4.6 7.2 8.0 10.0

P6 22.4 4.8 7.4 8.2 10.2

2.0

P1 21.7 4.7 7.3 8.1 10.1

P2 20.5 4.5 7.1 7.8 9.8

P3 22.0 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.4 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 21.9 4.6 7.2 8.1 10.0

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

2.5

P1 21.9 4.7 7.3 8.2 10.1

P2 20.9 4.5 7.1 7.9 9.9

P3 22.2 4.6 7.2 8.1 10.0

P4 22.6 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.1 4.6 7.2 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル1-5）

■基準断層モデル1-5について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

60 20.6 4.5 7.1 7.9 9.9

90 19.5 4.5 7.0 7.8 9.8

120 18.6 4.5 7.0 7.8 9.7

150 17.5 4.5 7.0 7.7 9.7

180 16.6 4.4 6.9 7.6 9.5

210 15.8 4.4 6.9 7.4 9.4

240 14.6 4.4 6.8 7.3 9.3

270 13.5 4.4 6.8 7.1 9.1

300 12.6 4.4 6.7 6.9 8.9

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル1-5：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域が基準位置のケース）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

P：破壊開始点

浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル1-5（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）の詳細パラメータスタディのうち、
敷地前面の最大上昇水位が最も大きいケース

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい敷地前面の評価地点に着目し、小数点第一位までの
津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・ライズタイム60sとして検討

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 21.0 4.8 7.3 8.0 9.9

P2 16.9 4.0 6.6 7.1 9.0

P3 18.9 4.4 7.0 7.7 9.5

P4 20.1 4.6 7.2 7.9 9.9

P5 20.3 4.6 7.1 7.7 9.7

P6 22.4 4.9 7.4 8.3 10.2

1.0

P1 21.6 4.8 7.3 8.1 10.0

P2 18.5 4.3 6.8 7.5 9.4

P3 20.4 4.5 7.1 7.8 9.7

P4 21.3 4.6 7.2 8.0 10.0

P5 21.1 4.6 7.1 7.9 9.9

P6 22.5 4.9 7.4 8.3 10.2

1.5

P1 21.7 4.8 7.3 8.1 10.1

P2 19.9 4.4 7.0 7.8 9.7

P3 21.5 4.6 7.1 7.9 9.9

P4 22.1 4.6 7.2 8.1 10.0

P5 21.6 4.6 7.2 8.0 10.0

P6 22.4 4.8 7.4 8.2 10.2

2.0

P1 21.7 4.7 7.3 8.1 10.1

P2 20.6 4.5 7.1 7.9 9.9

P3 21.9 4.6 7.2 8.0 9.9

P4 22.4 4.6 7.3 8.1 10.0

P5 22.0 4.6 7.2 8.1 10.0

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2

2.5

P1 21.9 4.7 7.3 8.2 10.1

P2 21.0 4.5 7.1 8.0 9.9

P3 22.1 4.6 7.2 8.0 10.0

P4 22.6 4.6 7.3 8.1 10.1

P5 22.2 4.6 7.2 8.1 10.1

P6 22.3 4.8 7.3 8.2 10.2
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浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位下降側：基準断層モデル2-1）

■基準断層モデル2-1について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム

（ｓ）

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

60 12.2 12.2

90 12.4 12.3

120 12.5 12.5

150 12.4 12.5

180 12.4 12.4

210 12.3 12.3

240 12.1 12.1

270 11.8 11.8

300 11.6 11.6

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

0.7

P1 13.1 13.1

P2 9.8 9.6

P3 8.4 8.3

P4 8.1 8.0

P5 7.7 7.7

P6 13.2 13.2

1.0

P1 12.7 12.7

P2 12.5 12.3

P3 11.8 11.6

P4 11.4 11.1

P5 10.8 10.6

P6 12.9 12.9

1.5

P1 12.9 12.9

P2 12.3 12.2

P3 12.2 12.2

P4 12.2 12.2

P5 12.3 12.3

P6 12.7 12.7

2.0

P1 13.0 13.0

P2 12.5 12.5

P3 12.3 12.3

P4 12.3 12.2

P5 12.3 12.2

P6 12.8 12.8

2.5

P1 13.0 13.0

P2 12.7 12.7

P3 12.6 12.6

P4 12.5 12.5

P5 12.5 12.5

P6 13.0 12.9

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位下降側】 基準断層モデル2-1：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が2箇所のケース（敷地に近い大すべり域：東へ40km移動、東西の大すべり域間の距離：130km）

P：破壊開始点

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル2-1（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が2箇所のケース)）の詳細パラメータスタディの
うち、3,4号取水塔の水位低下時間が最も長いケース

・太字 ：各評価地点において、全ての検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果の中での最大値

・ライズタイム120sとして検討

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。
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浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位下降側：基準断層モデル2-2）

■基準断層モデル2-2について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

60 12.4 12.3

90 12.4 12.3

120 12.4 12.3

150 12.4(12.32) 12.4(12.34)

180 12.4(12.34) 12.4(12.34)

210 12.3 12.3

240 12.2 12.2

270 12.0 12.0

300 11.7 11.7

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

0.7

P1 13.1(13.10) 13.1(13.09)

P2 9.1 9.0

P3 8.6 8.5

P4 7.7 6.4

P5 7.2 7.1

P6 13.1(13.09) 13.1(13.05)

1.0

P1 12.8 12.7

P2 12.0 11.9

P3 11.3 11.2

P4 10.8 10.6

P5 10.0 9.9

P6 12.8 12.8

1.5

P1 12.6 12.6

P2 12.4 12.4

P3 12.4 12.3

P4 12.4 12.3

P5 12.5 12.4

P6 12.6 12.5

2.0

P1 12.4 12.5

P2 12.4 12.4

P3 12.4 12.4

P4 12.4 12.4

P5 12.4 12.4

P6 12.5 12.4

2.5

P1 12.4 12.4

P2 12.3 12.3

P3 12.3 12.3

P4 12.4 12.4

P5 12.4 12.4

P6 12.5 12.4

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位下降側】 基準断層モデル2-2：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が2箇所のケース（敷地に近い大すべり域：東へ40km移動、東西の大すべり域間の距離：140km）

P：破壊開始点

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル2-2（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が2箇所のケース)）の詳細パラメータスタディの
うち、3,4号取水塔の水位低下時間が最も長いケース

・太字 ：各評価地点において、全ての検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果の中での最大値

・ライズタイム180sとして検討

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位下降側：基準断層モデル2-3）

■基準断層モデル2-3について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

60 12.2 12.3

90 12.5 12.4

120 12.6(12.57) 12.6(12.54)

150 12.6(12.59) 12.6(12.57)

180 12.5 12.5

210 12.2 12.2

240 11.9 12.0

270 11.8 11.8

300 11.6 11.6

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

0.7

P1 13.5(13.49) 13.5(13.42)

P2 10.9 10.9

P3 9.0 8.8

P4 8.6 8.5

P5 8.7 8.6

P6 13.3 13.2

1.0

P1 13.2 13.2

P2 12.6 12.6

P3 12.4 12.3

P4 12.1 11.9

P5 12.1 12.0

P6 13.0 13.0

1.5

P1 13.1 13.0

P2 12.5 12.4

P3 12.3 12.3

P4 12.3 12.3

P5 12.4 12.4

P6 12.8 12.8

2.0

P1 13.0 12.9

P2 12.6 12.6

P3 12.4 12.4

P4 12.3 12.3

P5 12.4 12.4

P6 12.9 12.8

2.5

P1 12.9 12.8

P2 12.7 12.7

P3 12.5 12.5

P4 12.5 12.5

P5 12.6 12.5

P6 12.8 12.8

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位下降側】 基準断層モデル2-3：検討波源モデルA 東海地域の大すべり域が2箇所のケース（敷地に近い大すべり域：東へ30km移動、東西の大すべり域間の距離：120km）

P：破壊開始点

浜岡原子力発電所

P1

P2

P3

P4

P5

P6

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル2-3（検討波源モデルA(東海地域の大すべり域が2箇所のケース)）の詳細パラメータスタディの
うち、3,4号取水塔の水位低下時間が最も長いケース

・太字 ：各評価地点において、全ての検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果の中での最大値

・ライズタイム150sとして検討

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル3-1）

■基準断層モデル3-1について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 15.9 6.0 8.5 8.8 11.0

P2 14.2 5.4 7.6 7.6 9.1

P3 19.0 5.8 8.3 8.8 9.9

P4 19.8 5.9 8.4 8.9 10.1

P5 16.4 5.9 8.5 8.9 11.1

P6 18.7 6.2 8.8 9.3 11.6

1.0

P1 17.3 6.0 8.7 9.1 11.3

P2 16.1 5.7 8.1 8.2 9.9

P3 19.3 5.9 8.5 9.0 10.4

P4 19.9 5.9 8.6 9.1 10.5

P5 17.2 6.0 8.6 9.2 11.3

P6 19.1 6.2 8.8 9.4 11.6

1.5

P1 18.1 6.2 8.8 9.3 11.4

P2 17.3 5.9 8.4 8.7 10.5

P3 20.0 6.0 8.6 9.2 10.7

P4 20.3 6.0 8.7 9.3 10.9

P5 18.3 6.1 8.7 9.3 11.4

P6 19.5 6.3 8.9 9.5 11.6

2.0

P1 18.7 6.2 8.8 9.4 11.4

P2 18.2 5.9 8.5 8.9 10.8

P3 20.4 6.0 8.7 9.3 10.9

P4 20.6 6.0 8.7 9.3 11.0

P5 18.9 6.2 8.8 9.4 11.4

P6 19.4 6.4 8.9 9.5 11.6

2.5

P1 19.2 6.3 8.8 9.4 11.5

P2 19.0 6.0 8.6 9.1 10.9

P3 20.5 6.0 8.7 9.3 11.0

P4 20.8 6.1 8.8 9.4 11.1

P5 19.3 6.2 8.8 9.4 11.5

P6 19.5 6.4 8.9 9.5 11.6

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル3-1：検討波源モデルD 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ70km移動させたケース）

・ライズタイム60sとして検討

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

浜岡原子力発電所

P2

P1

P3

P6
P5

P4

P：破壊開始点

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：基準断層モデル３-1（検討波源モデルD(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）
の詳細パラメータスタディのうち、1～5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい1～5号取水槽の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評
価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

ライズタイム（ｓ）
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽5号取水槽

60 18.2 5.9 8.5 8.9 10.8

90 17.0 5.9 8.5 8.8 10.7

120 15.4 5.9 8.4 8.7 10.6

150 14.1 5.8 8.3 8.6 10.5

180 12.9 5.8 8.2 8.4 10.3

210 12.4 5.7 8.1 8.2 10.1

240 12.2 5.6 8.0 8.0 9.9

270 12.0 5.6 7.9 7.8 9.7

300 11.8 5.5 7.8 7.7 9.6

C3
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浜岡原子力発電所

P2

P1

P3

P6
P5

P4

P：破壊開始点

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル3-2）

■基準断層モデル3-2について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽3号取水槽4号取水槽5号取水槽

60 18.7 6.0 8.6 9.0 10.8

90 17.3 6.0 8.5 8.9 10.7

120 15.6 5.9 8.5 8.8 10.6

150 14.2 5.9 8.4 8.6 10.5

180 13.1 5.8 8.3 8.5 10.4

210 12.5 5.8 8.2 8.3 10.2

240 12.3 5.7 8.1 8.1 10.0

270 12.1 5.6 7.9 7.9 9.8

300 11.9 5.6 7.8 7.8 9.6

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 16.7 6.2 8.7 9.1 11.2

P2 14.5 5.4 7.7 7.7 9.2

P3 18.8 5.8 8.3 8.7 9.9

P4 19.6 5.9 8.4 8.9 10.1

P5 16.6 5.9 8.5 9.0 11.1

P6 19.5 6.4 8.9 9.6 11.8

1.0

P1 17.9 6.2 8.8 9.3 11.4

P2 16.3 5.7 8.1 8.3 10.0

P3 19.1 5.9 8.5 9.0 10.4

P4 19.8 5.9 8.6 9.1 10.5

P5 17.4 6.0 8.7 9.2 11.3

P6 19.8 6.4 9.0 9.6 11.8

1.5

P1 18.7 6.3 8.9 9.4 11.5

P2 17.5 5.9 8.4 8.8 10.6

P3 20.0 6.0 8.7 9.2 10.8

P4 20.3 6.0 8.7 9.3 10.9

P5 18.5 6.2 8.8 9.4 11.4

P6 20.0 6.4 9.0 9.6 11.7

2.0

P1 19.0 6.4 8.9 9.5 11.5

P2 18.7 6.0 8.6 9.0 10.8

P3 20.4 6.0 8.7 9.3 11.0

P4 20.6 6.1 8.8 9.4 11.0

P5 19.1 6.2 8.8 9.4 11.5

P6 19.9 6.4 9.0 9.6 11.7

2.5

P1 19.5 6.4 8.9 9.5 11.5

P2 19.4 6.0 8.7 9.1 11.0

P3 20.6 6.1 8.8 9.4 11.1

P4 20.8 6.2 8.8 9.4 11.1

P5 19.5 6.3 8.8 9.5 11.5

P6 19.8 6.4 9.0 9.6 11.7

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル3-2：検討波源モデルD 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ60km移動させたケース）

・ライズタイム60sとして検討

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル３-2（検討波源モデルD(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）
の詳細パラメータスタディのうち、1～5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

・太字 ：各評価地点において、全ての検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果の中での最大値

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい1～5号取水槽の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評
価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位上昇側：基準断層モデル3-3）

■基準断層モデル3-3について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）
最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽5号取水槽

60 17.8 6.0 8.5 8.9 10.6

90 16.5 5.9 8.5 8.8 10.5

120 15.1 5.9 8.4 8.6 10.4

150 14.0 5.8 8.3 8.5 10.3

180 13.0 5.8 8.2 8.3 10.3

210 12.4 5.7 8.1 8.2 10.1

240 12.1 5.7 8.0 8.0 9.9

270 11.8 5.6 7.9 7.8 9.7

300 11.6 5.5 7.8 7.7 9.5

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

最大上昇水位(T.P.m)

敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

0.7

P1 16.5 6.2 8.7 9.0 11.2

P2 14.2 5.4 7.6 7.6 9.0

P3 18.8 5.7 8.2 8.6 9.7

P4 19.6 5.8 8.3 8.8 9.9

P5 15.9 5.9 8.5 8.8 10.9

P6 19.3 6.4(6.37) 8.9(8.88)9.5(9.49) 11.7(11.70)

1.0

P1 17.2 6.2 8.8 9.2 11.3

P2 16.0 5.7 8.1 8.2 9.7

P3 19.2 5.9 8.4 8.9 10.2

P4 19.7 5.9 8.5 9.0 10.3

P5 16.8 6.0 8.6 9.1 11.1

P6 19.0 6.4(6.39) 8.9(8.90)9.5(9.50) 11.7(11.63)

1.5

P1 18.0 6.3 8.8 9.3 11.3

P2 17.1 5.9 8.4 8.7 10.4

P3 20.0 5.9 8.6 9.1 10.6

P4 20.3 6.0 8.6 9.2 10.7

P5 17.9 6.1 8.7 9.2 11.2

P6 19.1 6.4 8.9 9.5 11.6

2.0

P1 18.6 6.3 8.9 9.4 11.3

P2 17.8 6.0 8.5 8.9 10.6

P3 20.4 6.0 8.7 9.2 10.8

P4 20.6 6.0 8.7 9.2 10.9

P5 18.6 6.2 8.8 9.3 11.3

P6 19.1 6.4 8.9 9.5 11.5

2.5

P1 19.0 6.3 8.9 9.4 11.3

P2 18.5 6.0 8.6 9.0 10.8

P3 20.5 6.0 8.7 9.2 10.9

P4 20.8 6.0 8.7 9.3 11.0

P5 18.9 6.2 8.8 9.3 11.3

P6 19.4 6.4 8.9 9.5 11.5

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位上昇側】 基準断層モデル3-3：検討波源モデルD 東海地域の大すべり域が1箇所のケース（大すべり域を東へ50km移動させたケース）

・ライズタイム60sとして検討

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

浜岡原子力発電所

P2

P1

P3

P6
P5

P4

P：破壊開始点

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

：基準断層モデル３-3（検討波源モデルD(東海地域の大すべり域が1箇所のケース)）
の詳細パラメータスタディのうち、1～5号取水槽の最大上昇水位が最も大きいケース

・他の検討波源モデルと比較して相対的に影響の大きい1～5号取水槽の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評
価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、代表ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

C3

・基準断層モデル3-3において、「ライズタイム60s・破壊伝播速度0.7km/s・P6」ケースと、 「ライズタイム60s・破壊伝播速
度0.1km/s・P6」ケースとは、1～5号取水槽の津波影響を代表する観点からケースを絞り込めないが、いずれのケースも基
準断層モデル3-2の津波評価結果より小さく、評価上影響がないため、抜粋するケースは1~4号取水槽の最大上昇水位が
大きい「ライズタイム60s・破壊伝播速度0.7km/s・P6」のケースとした。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各波源モデルの詳細パラメータスタディ結果
（水位下降側：基準断層モデル4-1）

■基準断層モデル4-1について、詳細パラメータスタディを実施して敷地への影響が最も大きい波源モデルを選定した。

ライズタイム（ｓ）

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

60 12.3 12.2

90 12.2 12.1

120 12.2 12.0

150 12.1 11.9

180 12.0 11.8

210 11.8 11.7

240 11.7 11.5

270 11.4 11.3

300 11.2 11.1

破壊伝播
速度(km/s)

破壊開始点

水位低下時間(min)

３号取水塔 4号取水塔

0.7

P1 12.2 12.1

P2 9.8 9.8

P3 9.1 9.0

P4 8.8 8.7

P5 9.4 9.3

P6 9.9 10.0

1.0

P1 12.3 12.2

P2 11.3 11.2

P3 10.6 10.5

P4 9.5 9.5

P5 10.0 9.9

P6 11.7 11.6

1.5

P1 12.5(12.42) 12.4(12.34)

P2 12.0 11.8

P3 11.6 11.5

P4 11.3 11.2

P5 11.6 11.4

P6 12.0 11.9

2.0

P1 12.5(12.45) 12.4(12.34)

P2 12.3 12.2

P3 12.0 11.8

P4 11.8 11.7

P5 11.9 11.8

P6 12.2 12.1

2.5

P1 12.5(12.45) 12.4(12.32)

P2 12.4 12.2

P3 12.2 12.1

P4 12.1 11.9

P5 12.1 12.0

P6 12.3 12.1

ライズタイムの不確かさ考慮 破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮

【水位下降側】 基準断層モデル4-1：検討波源モデルD 東海地域の大すべり域が2箇所のケース（敷地に近い大すべり域：基準位置、東西の大すべり域間の距離：140km）

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

浜岡原子力発電所

P：破壊開始点

P2

P1

P3

P6

P5

P4

・破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P2として検討

・ライズタイム60sとして検討

・3,4号取水塔の評価地点に着目し、小数点第一位までの津波評価結果から、津波影響を代表する(その他のケースによる
津波影響を包絡する)ケースを選定した。

・小数点第一位までの津波評価結果からでは、代表ケースを絞り込めない場合には、さらに小さい桁数まで比較し選定した。

なお、津波評価においては、小数点第一位に切り上げて保守的に津波高等を評価する。

：3,4号取水塔の水位低下時間が最も長いケース

：ライズタイムの不確かさ考慮の結果、敷地への影響が最も大きいケース

C3
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ結果（最大ケース）
（水位上昇側)

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8 6.4 9.0 9.6 11.8

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)
30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-1
検討波源モデルＡ 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ40km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル3-2
検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ60km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・防波壁の高さを無限大として解析を実施

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・1・2号取水槽周りに高さ無限大の壁を設置して解析を実施

C3

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ結果（最大ケース）
（水位下降側) C3

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している
（水深1m未満である）ことを示す。

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

0 1km

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.5min)

海底面
(13.5min)

最大水位低下時間：13.5min最大水位低下時間：13.5min

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ30km移動・大

すべり域間の距離120km、
ライズタイム150s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

基準断層モデル2-3

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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比較範囲

西端 東端

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

最
大
上
昇
水
位
(T
.P
.m

)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00
最
大
上
昇
水
位
(T
.P
.m

)

選定モデルによる津波高 詳細パラメータスタディによる津波高

基準断層モデル1-1の詳細パラメータスタディ

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ結果
（敷地前面における最大上昇水位の比較)

25.0

20.0

15.0

10.0

0.0

5.0

最
大

上
昇

水
位

（
T
.P

.m
）

西端 東端
敷地前面における最大上昇水位の比較

C3

最大22.7m
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略・詳細パラメータスタディ結果の分析
（水位上昇側）

■ 概略パラメータスタデによる津波評価結果と、詳細パラメータスタディによる津波評価結果とを比較した。
■その結果、概略パラメータスタディ結果の水位から詳細パラメータスタディ結果の水位への増加は、いずれの基準断層モデルにおいても概ね同程度であることを確認し、

概略パラメータスタディ結果によって敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定し、それに対して詳細パラメータスタディ
を検討した方法が妥当であることを確認した。

概略パラメータスタディによる津波評価結果と詳細パラメータスタディによる津波評価結果の比較

C3

0

5

10

15

20

敷地前面

最
大

水
位

上
昇

量
(T

.P
.m

)

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5

基準断層モデル

1,2号取水槽

3-1 3-2 3-3

基準断層モデル

3号取水槽

3-1 3-2 3-3

基準断層モデル

4号取水槽

3-1 3-2 3-3

基準断層モデル

5号取水槽

3-1 3-2 3-3

基準断層モデル

概略パラメータスタディ

詳細パラメータスタディ

最大水位上昇量(T.P.m)

モデル名
基準断層

モデル

1-1

基準断層
モデル

1-2

基準断層
モデル

1-3

基準断層
モデル

1-4

基準断層
モデル

1-5

概略パラメータスタディ
（同時破壊の条件で検討）

19.7
(19.62)

19.7
(19.61)

19.6 19.6 19.6

詳細パラメータスタディ
（動的パラメータを考慮した
条件で検討）

22.7
(22.65)

22.7
(22.64)

22.7
(22.61)

22.6 22.6

最大水位上昇量(T.P.m)
基準断層

モデル

3-1

基準断層
モデル

3-2

基準断層
モデル

3-3

6.0 6.2 6.1

6.4
(6.32)

6.4
(6.39)

6.4
(6.37)

最大水位上昇量(T.P.m)
基準断層

モデル

3-1

基準断層
モデル

3-2

基準断層
モデル

3-3

8.7
(8.67)

8.7
(8.70)

8.7
(8.66)

8.9 9.0 8.9

最大水位上昇量(T.P.m)
基準断層

モデル

3-1

基準断層
モデル

3-2

基準断層
モデル

3-3

9.3
(9.24)

9.3
(9.30)

9.2

9.5 9.6 9.5

最大水位上昇量(T.P.m)
基準断層

モデル

3-1

基準断層
モデル

3-2

基準断層
モデル

3-3

11.2 11.3 11.2

11.6 11.8 11.7

・ 朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

概略・詳細パラメータスタディ結果の分析
（水位下降側） C3

概略パラメータスタディによる津波評価結果と詳細パラメータスタディによる津波評価結果の比較

2-1 2-2 2-3 4-1 2-1 2-2 2-3 4-1

水
位

低
下

時
間

(m
in

)

3号取水塔 4号取水塔

基準断層モデル 基準断層モデル

■ 概略パラメータスタデによる津波評価結果と、詳細パラメータスタディによる津波評価結果とを比較した。
■ その結果、概略パラメータスタディ結果の水位低下時間から詳細パラメータスタディ結果の水位低下時間への増加は、いずれの基準断層モデルにおいても概ね同程

度であることを確認し、概略パラメータスタディ結果によって敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定し、それに対して
詳細パラメータスタディを検討した方法が妥当であることを確認した。

・ 朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

・太字：各評価地点において最も値の大きいケース

モデル名

水位低下時間(min)
基準断層

モデル

2-1

基準断層
モデル

2-2

基準断層
モデル

2-3

基準断層
モデル

4-1

概略パラメータスタディ
（同時破壊の条件で検討）

12.6
(12.52)

12.5
(12.45)

12.5
(12.49)

12.5

詳細パラメータスタディ
（動的パラメータを考慮した
条件で検討）

13.2 13.1 13.5 12.5

水位低下時間(min)
基準断層

モデル

2-1

基準断層
モデル

2-2

基準断層
モデル

2-3

基準断層
モデル

4-1

12.5
(12.50)

12.5
(12.45)

12.5
(12.47)

12.3

13.2 13.1 13.5 12.4

概略パラメータスタディ

詳細パラメータスタディ
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（基準断層モデル1-1）
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■基準断層モデル1-1について、概略および詳細パラメータスタディの因子が津波水位に与える影響を分析した。
■基準断層モデル1-1の影響が大きい敷地前面地点では、大すべり域の位置➡ライズタイム➡破壊開始点・破壊伝播速度の順に、最大上昇水位の変動幅が小さく

なっていることを確認した。

項目 考察

大すべり域の位置
○ 大すべり域の位置を西側へ移動

すると津波高は小さくなる。

項目 考察

ライズ
タイム

○ ライズタイムが短くなると津波高は大きくなる。

項目 考察

破壊伝播速度 ○ 破壊伝播速度が大きくなると津波高がわ
ずかに大きくなる。

○ 破壊伝播速度および破壊開始点の
変化による変動幅は小さい。

破壊開始点

・変動幅は、(最大値－最小値)／２より算出。

概略パラメータスタディ 詳細パラメータスタディ

大すべり域の位置

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

±5.5m

±0.3m

±1.3m

±1.7m

±2.3m

防波壁天端高（T.P.+22m）

ライズタイム（s）
60    90   120 150 180 210 240 270 300

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

±4.0m

±0.1m

±0.2m

±0.5m

±0.6m

防波壁天端高（T.P.+22m）

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

2.5 2.0 1.5 1.0 0.7 P1     P2      P3     P4     P5     P6

破壊伝播速度（km/s）

±1.0m

±0.1m

±0.1m

±0.2m

±0.2m

破壊開始点

±1.5m

±0.4m

±0.3m

±0.4m

±0.4m

防波壁天端高（T.P.+22m） 防波壁天端高（T.P.+22m）

W3.0 W2.5 W2.0 W1.5 W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（基準断層モデル3-2）
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■基準断層モデル3-2について、概略および詳細パラメータスタディの因子が津波水位に与える影響を分析した。
■基準断層モデル3-2は、基準断層モデル1-1と同じ手順でパラメータスタディを行ったが、基準断層モデル3-2の影響が大きい1~5号取水槽地点ではいずれのパラ

メータスタディの因子においても、最大上昇水位の変動幅は小さいことを確認した。

項目 考察

大すべり域の位置
○ 大すべり域の位置を西側へ移動

すると津波高は小さくなる。

項目 考察

ライズ
タイム

○ ライズタイムが短くなると津波高は大きくなる。

項目 考察

破壊伝播速度 ○ 破壊伝播速度および破壊開始点の変化
による変動幅は小さく、有意な傾向は認
められない。破壊開始点

・変動幅は、(最大値－最小値)／２より算出。

概略パラメータスタディ 詳細パラメータスタディ

大すべり域の位置

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

±3.5m

±1.0m

±1.7m

±2.0m

±2.7m

防波壁天端高（T.P.+22m）

ライズタイム（s）

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

±3.4m

±0.2m

±0.4m

±0.6m

±0.6m

防波壁天端高（T.P.+22m）

敷
地

前
面

1
,2

号
取

水
槽

3
号

取
水

槽
4
号

取
水

槽
5
号

取
水

槽

2.5 2.0 1.5 1.0 0.7 P1     P2      P3     P4     P5     P6

破壊伝播速度（km/s）

±1.2m

±0.1m

±0.3m

±0.3m

±0.4m

破壊開始点

±1.5m

±0.3m

±0.4m

±0.6m

±0.8m

防波壁天端高（T.P.+22m） 防波壁天端高（T.P.+22m）

W3.0 W2.5W2.0W1.5W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)

最
大

上
昇

水
位

（
T.

P.
m

)
E2.5 E3.0 E3.5 E4.0 E4.5 E5.0 60    90   120 150 180 210 240 270 300
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（基準断層モデル2-3）

項目 考察

大すべり域の位置
○ 東側の大すべり域の位置が

西に行くにつれ水位低下時
間は短くなる。

項目 考察

ライズ
タイム

○ ライズタイムが300sから150sに向けて水
位低下時間が漸増するが、それ以降
は変化がほとんど無い。

項目 考察

破壊伝播速度
○ 破壊伝播速度および破壊開始点の変化による変動幅は

小さく、有意な傾向は認められない。破壊開始点

概略パラメータスタディ 詳細パラメータスタディ

水
位

低
下

時
間

（
m

in
)

4
号

取
水

塔
3
号

取
水

塔

W3.0 W2.5 W2.0 W1.5W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0

±2.1min

取水可能時間（20min以上）

W3.0 W2.5 W2.0 W1.5W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0

±2.1min

取水可能時間（20min以上）

水
位

低
下

時
間

（
m

in
)

4
号

取
水

塔
3
号

取
水

塔
取水可能時間（20min以上）

取水可能時間（20min以上）

大すべり域の位置 ライズタイム（s）

破壊伝播速度（km/s） 破壊開始点大すべり域の位置 ライズタイム（s）

±0.5min

±0.5min

水
位

低
下

時
間

（
m

in
)

4
号

取
水

塔
3
号

取
水

塔

2.5 2.0 1.5 1.0 0.7                   P1       P2       P3       P4      P5       P6

2.5 2.0 1.5 1.0 0.7                   P1       P2       P3       P4      P5       P6

取水可能時間（20min以上）

取水可能時間（20min以上）

取水可能時間（20min以上）

取水可能時間（20min以上）

破壊伝播速度（km/s） 破壊開始点

±1.0min

±1.1min ±0.8min

±0.8min

・変動幅は、(最大値－最小値)／２より算出。

■基準断層モデル2-3について、概略および詳細パラメータスタディの因子が水位低下時間に与える影響を分析した。
■基準断層モデル2-3は、基準断層モデル1-1と同様の手順でパラメータスタディを行ったが、基準断層モデル2-3の影響が大きい3,4号取水塔地点では、水位低下

時間の変動幅はいずれも同程度であることを確認した。

60    90    120 150 180 210 240 270 300

60    90    120 150 180 210 240 270 300
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（補足 基準断層モデル1-1の変動幅に関するデータ）

大すべり域の位置※1 W3.0 W2.5 W2.0 W1.5 W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0 ①最大値 ②最小値 変動幅

敷地前面 8.7 12.3 15.7 18.1 19.1 19.5 19.6 19.6 19.6 19.7 19.7 19.7 8.7 ±5.5 

1,2号取水槽 4.2 4.3 4.3 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.7 4.7 4.7 4.2 ±0.3 

3号取水槽 4.7 6.3 6.7 7.1 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 4.7 ±1.3 

4号取水槽 4.7 6.4 7.2 7.8 7.9 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 4.7 ±1.7 

5号取水槽 5.4 8.2 9.1 9.7 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 5.4 ±2.3 

ライズタイム 60s 90s 120s 150s 180s 210s 240s 270s 300s ①最大値 ②最小値 変動幅

敷地前面 20.6 19.2 18.6 17.4 16.7 15.6 14.5 13.4 12.6 20.6 12.6 ±4.0 

1,2号取水槽 4.4 4.4 4.4 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 4.3 4.4 4.3 ±0.1 

3号取水槽 7.0 7.0 6.9 6.9 6.9 6.8 6.8 6.7 6.6 7.0 6.6 ±0.2 

4号取水槽 7.8 7.8 7.7 7.6 7.5 7.4 7.2 7.0 6.8 7.8 6.8 ±0.5 

5号取水槽 9.8 9.7 9.6 9.6 9.4 9.3 9.2 9.0 8.7 9.8 8.7 ±0.6 

●大すべり域の位置のパラメータスタディ結果

●ライズタイムのパラメータスタディ結果

最大上昇水位(T.P.m)

詳細
パラメータ
スタディ

概略
パラメータ
スタディ

●破壊伝播速度のパラメータスタディ結果

破壊伝播速度※2 2.5km/s 2.0km/s 1.5km/s 1.0km/s 0.7km/s ①最大値 ②最小値 変動幅

敷地前面 22.1 21.9 21.0 21.6 20.1 22.1 20.1 ±1.0 

1,2号取水槽 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 ±0.1 

3号取水槽 7.3 7.2 7.2 7.2 7.1 7.3 7.1 ±0.1 

4号取水槽 8.1 8.1 8.0 8.0 7.8 8.1 7.8 ±0.2 

5号取水槽 10.1 10.0 9.9 10.0 9.8 10.1 9.8 ±0.2 

破壊開始点※3 P1 P2 P3 P4 P5 P6 ①最大値 ②最小値 変動幅

敷地前面 21.4 19.3 21.6 21.9 21.5 22.3 22.3 19.3 ±1.5 

1,2号取水槽 4.8 4.2 4.6 4.6 4.7 4.8 4.8 4.2 ±0.4 

3号取水槽 7.3 6.8 7.2 7.2 7.3 7.4 7.4 6.8 ±0.3 

4号取水槽 8.1 7.6 8.0 8.0 8.0 8.2 8.2 7.6 ±0.4 

5号取水槽 10.0 9.5 9.9 10.0 10.0 10.2 10.2 9.5 ±0.4 

●破壊開始点のパラメータスタディ結果

※1 W3.0:西へ60km、W2.5:西へ50km、
W2.0:西へ40km、W1.5:西へ30km、
W1.0:西へ20km、W0.5:西へ10km、
0:基準位置、E0.5:東へ10km、E1.0:
東へ20km、E1.5:東へ30km、E2.0:東
へ40km それぞれ大すべり域位置を移動
させたケース

※2 表中の2.5～ 0.7km/sの値は、 それぞれの破壊伝播速度におけるパラメータスタディの結果の平均値 ※3 表中のP1～P6の値は、 それぞれの破壊開始点におけるパラメータスタディの結果の平均値

最大上昇水位(T.P.m)

最大上昇水位(T.P.m)

最大上昇水位(T.P.m) ・変動幅は、(①－②)／２より算出。

ただし、破壊伝播速度と破壊開始点
についてはパラメータスタディ結果の平
均値であり、変動幅の算出においては、
①最大値と②最小値の小数点第2位
以下の数値も考慮している。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（補足 基準断層モデル3-2の変動幅に関するデータ）

大すべり域の位置※1 W3.0 W2.5 W2.0 W1.5 W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0 E2.5 E3.0 E3.5 E4.0 E4.5 E5.0 ①最大値②最小値変動幅

敷地前面 10.6 11.9 11.5 9.6 10.0 10.3 10.7 12.0 12.9 13.8 15.7 16.5 16.5 16.4 15.9 14.6 14.2 16.5 9.6 ±3.5 

1,2号取水槽 4.4 4.5 4.9 5.1 5.2 5.2 5.1 4.8 5.3 5.6 5.9 6.1 6.2 6.0 5.9 5.8 5.8 6.2 4.4 ±1.0 

3号取水槽 5.4 6.4 6.7 6.9 6.8 6.7 6.8 7.0 7.5 8.0 8.5 8.7 8.7 8.7 8.6 8.4 8.3 8.7 5.4 ±1.7 

4号取水槽 5.3 6.3 6.5 6.6 6.7 6.6 6.7 7.1 7.6 8.2 8.8 9.2 9.3 9.3 9.1 8.8 8.5 9.3 5.3 ±2.0 

5号取水槽 6.0 7.7 8.2 8.4 8.5 8.6 8.7 9.0 9.5 10.2 10.9 11.2 11.3 11.2 11.1 10.7 10.3 11.3 6.0 ±2.7 

ライズタイム 60s 90s 120s 150s 180s 210s 240s 270s 300s ①最大値②最小値 変動幅

敷地前面 18.7 17.3 15.6 14.2 13.1 12.5 12.3 12.1 11.9 18.7 11.9 ±3.4 

1,2号取水槽 6.0 6.0 5.9 5.9 5.8 5.8 5.7 5.6 5.6 6.0 5.6 ±0.2 

3号取水槽 8.6 8.5 8.5 8.4 8.3 8.2 8.1 7.9 7.8 8.6 7.8 ±0.4 

4号取水槽 9.0 8.9 8.8 8.6 8.5 8.3 8.1 7.9 7.8 9.0 7.8 ±0.6 

5号取水槽 10.8 10.7 10.6 10.5 10.4 10.2 10.0 9.8 9.6 10.8 9.6 ±0.6 

●大すべり域の位置のパラメータスタディ結果

●ライズタイムのパラメータスタディ結果

最大上昇水位(T.P.m)

詳細
パラメータ
スタディ

概略
パラメータ
スタディ

●破壊伝播速度のパラメータスタディ結果
破壊伝播速度※2 2.5km/s 2.0km/s 1.5km/s 1.0km/s 0.7km/s ①最大値②最小値変動幅

敷地前面 19.9 19.6 19.2 18.4 17.6 19.9 17.6 ±1.2 

1,2号取水槽 6.2 6.2 6.1 6.0 5.9 6.2 5.9 ±0.2 

3号取水槽 8.8 8.8 8.8 8.6 8.4 8.8 8.4 ±0.3 

4号取水槽 9.4 9.4 9.3 9.1 8.8 9.4 8.8 ±0.3 

5号取水槽 11.3 11.3 11.2 10.9 10.6 11.3 10.6 ±0.4 

破壊開始点※3
P1 P2 P3 P4 P5 P6 ①最大値 ②最小値変動幅

敷地前面 18.4 17.3 19.8 20.2 18.2 19.8 20.2 17.3 ±1.5 

1,2号取水槽 6.3 5.8 6.0 6.0 6.1 6.4 6.4 5.8 ±0.3 

3号取水槽 8.8 8.3 8.6 8.7 8.7 9.0 9.0 8.3 ±0.4 

4号取水槽 9.4 8.6 9.1 9.2 9.3 9.6 9.6 8.6 ±0.6 

5号取水槽 11.4 10.3 10.6 10.7 11.4 11.7 11.7 10.3 ±0.8 

●破壊開始点のパラメータスタディ結果

※1 W3.0:西へ60km、W2.5:西へ50km、W2.0:西へ40km、W1.5:西へ30km、W1.0:西へ20km、W0.5:西へ10km、0:基準位置、E0.5:東へ10km、E1.0:東へ20km、E1.5:東へ30km、E2.0:東へ40km、
E2.5:東へ50km、E3.0:東へ60km 、E3.5:東へ70km、E4.0:東へ80km、E4.5:東へ90km、E5.0:東へ100km それぞれ大すべり域位置を移動させたケース

※2 表中の2.5～ 0.7km/sの値は、 それぞれの破壊伝播速度におけるパラメータスタディの結果の平均値 ※3 表中のP1～P6の値は、 それぞれの破壊開始点におけるパラメータスタディの結果の平均値

最大上昇水位(T.P.m)

最大上昇水位(T.P.m)

最大上昇水位(T.P.m)

・変動幅は、(①－②)／２より算出。ただし、破壊伝播速度と破壊開始点についてはパラメータスタディ結果の平均値であり、変動幅の算出においては、①最大値と②最小値の小数点第2位以下の数値も考慮している。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

各パラメータスタディ因子の津波水位への影響分析
（補足 基準断層モデル2-3の変動幅に関するデータ）

大すべり域の位置※1 W3.0 W2.5 W2.0 W1.5 W1.0 W0.5 0 E0.5 E1.0 E1.5 E2.0 ①最大値 ②最小値 変動幅

3号取水塔 8.5 - 11.3 - 11.8 - 12.3 - 12.1 12.5 12.6 12.6 8.5 ±2.1

4号取水塔 8.3 - 11.3 - 11.7 - 12.2 - 12.1 12.5 12.5 12.5 8.3 ±2.1

ライズタイム 60s 90s 120s 150s 180s 210s 240s 270s 300s ①最大値 ②最小値 変動幅

3号取水塔 12.2 12.5 12.6 12.6 12.5 12.2 11.9 11.8 11.6 12.6 11.6 ±0.5

4号取水塔 12.3 12.4 12.6 12.6 12.5 12.2 12.0 11.8 11.6 12.6 11.6 ±0.5

●大すべり域の位置のパラメータスタディ結果（東側の大すべり域位置の計算結果の最大値を記載）

●ライズタイムのパラメータスタディ結果

水位低下時間(min)

詳細
パラメータ
スタディ

概略
パラメータ
スタディ

●破壊伝播速度のパラメータスタディ結果

破壊伝播速度※2 2.5km/s 2.0km/s 1.5km/s 1.0km/s 0.7km/s ①最大値 ②最小値 変動幅

3号取水塔 12.7 12.6 12.6 12.6 10.7 12.7 10.7 ±1.0

4号取水塔 12.6 12.6 12.5 12.5 10.6 12.6 10.6 ±1.1

破壊開始点※3 P1 P2 P3 P4 P5 P6 ①最大値 ②最小値 変動幅

3号取水塔 13.1 12.3 11.7 11.6 11.6 13.0 13.1 11.6 ±0.8

4号取水塔 13.1 12.2 11.7 11.5 11.6 12.9 13.1 11.5 ±0.8

●破壊開始点のパラメータスタディ結果

※1 W3.0:西へ60km、W2.5:西へ50km、W2.0:西へ40km、W1.5:西へ30km、W1.0:西へ20km、W0.5:西へ10km、0:基準位置、E0.5:東へ10km、E1.0:東へ20km、E1.5:東へ30km、
E2.0:東へ40km それぞれ大すべり域位置を移動させたケース

※2 表中の2.5～ 0.7km/sの値は、 それぞれの破壊伝播速度におけるパラメータスタディの結果の平均値

※3 表中のP1～P6の値は、 それぞれの破壊開始点におけるパラメータスタディの結果の平均値

水位低下時間(min)

水位低下時間(min)

水位低下時間(min)

・変動幅は、(①－②)／２より算出。

ただし、破壊伝播速度と破壊開始点
についてはパラメータスタディ結果の平
均値であり、変動幅の算出においては、
①最大値と②最小値の小数点第2位
以下の数値も考慮している。
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4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

詳細パラメータスタディ結果一覧（再掲） C3

モデル名 最大上昇水位(T.P. m)
備考

検討波源モデル 基準断層モデル 敷地前面 1,2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル1-1 22.7 4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-2 22.7 4.6 7.3 8.1 10.0
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ30km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-3 22.7 4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ20km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-4 22.6 4.6 7.3 8.1 10.0
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ10km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-5 22.6 4.6 7.3 8.1 10.1
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：基準位置
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域
モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル3-1 19.5 6.4 8.9 9.5 11.6
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ70km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-2 19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-3 19.0 6.4 8.9 9.5 11.7
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ50km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

【水位上昇側】

モデル名 最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間)
備考

検討波源モデル 基準断層モデル 3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル2-1 海底面(13.2min) 海底面(13.2min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離130km
【詳細パラスタ】 ライズタイム120s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル2-2 海底面(13.1min) 海底面(13.1min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離140km
【詳細パラスタ】 ライズタイム180s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

基準断層モデル2-3 海底面(13.5min) 海底面(13.5min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
【詳細パラスタ】 ライズタイム150s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域
モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル4-1 海底面(12.5min) 海底面(12.4min)
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：基準位置・距離140km 
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P1

【水位下降側】

・ 朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・ 海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

■ 検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果は以下のとおり。
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79

135

142

163

197

206

212

219
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5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

プレート間地震の津波評価

・ 既往津波の文献調査及び津波堆積物調査等に基づき、南海トラフの
プレート間地震の津波評価のベースとする痕跡再現モデルを検討した。

・ 敷地への影響の観点から、南海トラフ（駿河湾～日向灘沖）を検討対
象領域として選定した。

・ 国および地方自治体の津波の波源モデルを確認し、敷地周辺において
影響の大きい内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定の詳細を確認し、
分析を行った。

痕跡再現モデルの検討

行政機関による津波評価の確認

検討対象領域の選定

・遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル ・南海トラフ広域の痕跡再現モデル
→ 2章

→ 1章

→ 3章

検討波源モデルの津波評価

・ 南海トラフおよび国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえて、
南海トラフの特徴を考慮するとともに、東北沖地震において巨大津波が
発生した要因（ⓐ地震規模、ⓑ浅部の破壊形態）を不確かさとして保
守的に考慮した東北沖地震型の検討波源モデルを設定した。

内閣府の最大クラスモデルとの比較
(内閣府の最大クラスモデルとの比較分析を実施）

→５章

・設定した波源モデルと内閣府の最大クラスモデルのすべり量分布の違いを
比較して示すとともに、両者の破壊開始点の条件を揃えて津波評価を実
施し、すべり量分布の設定の違いが評価結果に与える影響について定量
的な分析を行った。

・ 検討波源モデルに対して、国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏ま
えたパラメータスタディを実施し、敷地への影響を検討した。

（概略パラメータスタディ）
・ 検討波源モデルに対して、敷地への影響の観点から、大すべり域の位置

を東西に移動させて同時破壊の条件で検討し、敷地への影響が最も大
きいケースおよびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。

（詳細パラメータスタディ）
・ 選定した基準断層モデルに対して、更に、動的パラメータであるライズタイ

ム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさを重畳して考慮し、国内外
の巨大地震・津波の発生事例および内閣府の最大クラスモデルのパラ
メータ設定を踏まえて、各パラメータの組合せを網羅的に検討した。

→ 4章

検討波源モデルの設定
[敷地周辺の津波に着目したモデル]

・検討波源モデルA
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）

↳ 検討波源モデルB
（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播するモデル）

↳ 検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

検討波源モデル
[広域の津波に着目したモデル]

・検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

→ 4.1章

検討波源モデルのパラメータスタディ
(国内外の巨大地震・津波の発生事例を踏まえた検討)

概略パラメータスタディ (大すべり域の位置の不確かさを考慮し、基準断層モデルを選定)

詳細パラメータスタディ (ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮)

→ 4.2章

・ 津波評価手法及び計算条件の詳細は補足説明資料3章を参照
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項目 内閣府の最大クラスの津波評価 プレート間地震の津波評価

波源モデル図

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）1) 検討波源モデルAの最大ケース

認

識

論

的

不

確

実

さ

面積 約14万km2 約14万km2

地震規模 Mw9.1 Mw9.1

すべり量 約37m 約37m

ライズタイム 60s
60s

(60～300sのうち最大ケース)

浅部の破壊形態 境界面浅部
境界面浅部

(境界面浅部/境界面浅部・分岐断層のうち最大ケース)

(駿河湾内) 超大すべり域のすべり量を設定しない 超大すべり域のすべり量を設定する（①）

超大すべり域・
大すべり域の位置

１箇所・基準位置
1箇所・東へ40km移動(②)

(東西約10kmごとに移動１箇所・２箇所のうち最大ケース)

破壊伝播速度 2.5km/s 2.5km/s (0.7~2.5km/s)

偶然的
不確実さ

破壊開始点 大すべり域の下端中央P2
大すべり域の上端東側P4
(大すべり域の周囲6箇所)

敷地前面の津波高 21.1m 22.7m

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

検討方針 C4

■内閣府の最大クラスモデルと、検討波源モデルAのうち敷地前面津波高が最大となったケースとのパラメータ設定の違いは以下のとおり。
内閣府の最大クラスモデルに対して、検討波源モデルAの最大ケースは、偶然的不確実さである破壊開始点の他、すべり量分布の設定として、駿河湾内の超大すべり
域のすべり量を設定していること（①）、超大すべり域・大すべり域の位置を東へ40km移動させていること（②）が異なっている。

■ここでは、内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大となったケースとのすべり量分布を違いを比較して示すとともに、両者の破壊開始点の条件を揃えて津波
評価を実施し、すべり量分布の設定の違い（①②）が評価結果に与える影響について分析を行った。

1) 2012年時点の科学的知見に基づき、これ以上ない津波として少ない検討ケースで
南海トラフの全域を網羅するよう設定されたモデル
2020年時点までの津波堆積物等の最新知見を踏まえて検討し、当社として十分
に保守的な評価となっていることを確認したモデル（補足説明資料5-1章参照）

・赤太字は内閣府の最大クラスモデルと異なる設定
・（）内はパラメータスタディにおける設定範囲

:破壊開始点:破壊開始点
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（内閣府(2012)に基づき作成）

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

最大クラスモデルのすべり量分布との比較 C4

■ 内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大ケースのすべり量分布を比較して示す。
■ 検討波源モデルAでは、内閣府の最大クラスモデルに対して、敷地への影響の観点から、 ①駿河湾内のトラフ軸付近に超大すべり域のすべり量を設定するとともに、

②超大すべり域・大すべり域の位置を東へ40km移動させている。

浜岡原子力発電所

波源モデル

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 3.0 3.0 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.5 7.5 7.3 7.3 7.1 7.1 6.4 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.6 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.1 5.1 5.0 5.0 4.8 5.2 5.2 4.5 4.5 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.7 2.7 2.0 

3 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.4 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 10.5 10.5 11.6 11.6 11.5 11.1 11.1 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 6.3 6.3 4.0 

10km↓

4 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 10.5 14.1 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 7.6 4.0 

5 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 14.6 18.2 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 7.6 5.5 

6 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 14.6 18.2 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 7.6 5.5 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.6 27.2 27.2 26.9 26.9 26.0 26.0 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.8 10.9 7.6 5.5 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.6 37.5 36.3 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 10.9 7.6 5.5 

各小断層のすべり量（ｍ）

① 駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定しない1)② 大すべり域の位置は

紀伊半島沖～駿河湾(基準位置)

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）

:大すべり域以上の領域:4倍すべり域 :3倍すべり域 :２倍すべり域:津波断層域 :最も深い背景領域:深い背景領域:遷移領域 :背景領域 :浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

駿河湾内の
トラフ軸付近

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.7 3.7 3.6 3.6 3.3 3.2 3.1 3.0 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.3 2.3 2.0 2.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.6 7.6 7.4 7.4 7.2 7.2 6.5 6.3 6.3 6.2 6.0 6.0 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.3 4.6 4.6 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.8 2.8 2.0 

3 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 11.6 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 11.5 11.1 11.1 11.9 11.9 10.5 10.5 8.9 8.9 8.9 7.0 7.0 6.3 6.3 4.6 

10km↓

4 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 10.3 14.1 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 26.9 26.9 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

浜岡原子力発電所

波源モデル

各小断層のすべり量（ｍ）

② 大すべり域の位置は
東へ40km移動

検討波源モデルAの最大ケース

① 駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定する1)

駿河湾内の
トラフ軸付近

1)内閣府(2012) では「駿河湾内のトラフ軸付近の領域については、他の領域に比べ、プレート境界面の深さ10km の位置がトラフ軸に近くなり、また、トラフ軸沿いの津波断層モデルの面積も狭くなることから、
この領域は分岐断層的な運動をする領域とみなす」とされるが、敷地への影響の観点から大すべり域のすべり量ではなく超大すべり域のすべり量を設定した。
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5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

最大クラスモデルのすべり量分布との違いによる津波評価への影響確認
C4

検討波源モデルAに関する津波評価内閣府の最大クラスモデル（ケース①）に関する津波評価

モデル
破壊

開始点
駿河湾内の

すべり量の設定
超大すべり域・
大すべり域の位置

内閣府の最大クラスモデルと
同等のモデル
(破壊開始点をP4に変更)
(①②を考慮しないモデル)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定しない
基準位置

検討波源モデルA
(①のみ考慮したモデル) P4

超大すべり域の
すべり量を設定する

（①）
基準位置

検討波源モデルAの
最大ケース
(①②を考慮したモデル)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定する
（①）

東へ40km移動
（②）

モデル 破壊開始点
駿河湾内の

すべり量の設定
超大すべり域・
大すべり域の位置

内閣府の最大クラスモデル
(破壊開始点をP4に変更)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定しない
基準位置

・赤字は内閣府の最大クラスモデルそのものと異なる設定
・内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大ケースとで共通となる
その他のパラメータは、そのまま設定

①：駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定

②：超大すべり域・大すべり域の
位置を東へ40km移動

内閣府の最大クラスモデル（ケース①） 検討波源モデルAの最大ケース

■内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大ケースのすべり量分布の違いによる影響を定量的に確認するため、両者の破壊開始点の条件を検討波源モデ
ルAの最大ケースのものに揃えて津波評価を実施し、評価結果の分析を行った。

■ ここで、検討波源モデルAの最大ケースのすべり量分布において、①駿河湾内に超大すべり域のすべり量を設定していること、②超大すべり域・大すべり域の位置を東
へ40km移動させていることによる影響をそれぞれ確認するため、検討波源モデルAに関する津波評価では、①②の設定を以下のとおりステップを踏んで考慮した３つ
の波源モデルを設定した。

:破壊開始点:破壊開始点

・内閣府の最大クラスモデル、および、内閣府の最大クラスモデルと同等のモデル対して、
破壊開始点を振った検討結果は、補足説明資料6-1章参照

：大すべり域



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 202

・ なお、前々頁の内閣府の最大クラスモデルそのものと比較すると、遷移領域のすべり量の数値が若干異なるが、津波評価への影響がない
ことを確認済。（補足説明資料6-1章参照）

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

最大クラスモデルのすべり量分布との違いによる津波評価への影響確認
（影響確認のために設定した波源モデルのすべり量分布） C4

■検討波源モデルAに関する津波評価において設定した波源モデルのすべり量分布を以下に示す。

各小断層のすべり量（ｍ）
浜岡原子力発電所

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 3.0 3.0 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.5 7.5 7.3 7.3 7.1 7.1 6.4 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.6 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.1 5.1 5.0 5.0 4.8 5.2 5.2 4.5 4.5 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.7 2.7 2.0 

3 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.4 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 10.5 10.5 11.6 11.6 11.5 11.1 11.1 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 5.1 5.1 4.0 

10km↓

4 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 10.5 14.3 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 7.4 4.0 

5 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 14.3 18.2 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 8.2 5.5 

6 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 14.3 18.2 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 8.2 5.5 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 27.2 27.2 26.9 26.9 26.0 26.0 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.8 16.4 8.2 5.5 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 37.5 36.3 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 8.2 5.5 

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.7 3.7 3.6 3.6 3.3 3.2 3.1 3.0 3.0 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.3 2.3 2.0 2.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.6 7.6 7.4 7.4 7.2 7.2 6.5 6.3 6.3 6.2 6.0 6.0 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.3 4.6 4.6 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.8 2.8 2.0 

3 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 11.6 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.7 10.3 10.3 11.5 11.1 11.1 11.9 11.9 10.5 10.5 8.9 8.9 8.9 7.0 7.0 6.3 6.3 4.6 

10km↓

4 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 10.3 14.1 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 7.1 

5 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.3 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.0 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 9.8 9.8 

6 15.3 15.3 14.8 14.8 14.4 14.4 14.4 13.1 13.1 12.6 12.6 12.3 12.0 12.0 11.6 11.3 11.3 11.3 11.0 11.0 10.7 10.7 10.3 14.1 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 9.8 9.8 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 26.9 26.9 25.9 25.9 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.7 16.4 14.7 14.7 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.1 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 21.9 19.6 19.6 

各小断層のすべり量（ｍ）
浜岡原子力発電所

各小断層のすべり量（ｍ）

〇内閣府の最大クラスモデルと同等のモデル (①②を考慮しないモデル)

浜岡原子力発電所

深度40km↓ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

30km↓ 1 3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 3.5 3.2 3.1 3.0 3.0 3.0 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 2.6 2.3 2.3 1.9 1.9 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.0 1.0 

20km↓

2 7.5 7.5 7.3 7.3 7.1 7.1 6.4 6.2 6.2 6.0 5.9 5.9 5.7 5.6 5.4 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.1 5.1 5.0 5.0 4.8 5.2 5.2 4.5 4.5 3.9 3.9 3.9 3.1 3.1 3.1 2.7 2.7 2.0 

3 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.4 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 10.5 10.5 11.6 11.6 11.5 11.1 11.1 11.8 11.8 10.4 10.4 8.8 8.8 8.8 7.0 7.0 5.1 5.1 4.0 

10km↓

4 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 10.5 14.3 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 13.8 13.8 13.8 13.8 10.9 10.9 7.4 4.0 

5 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.1 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 10.8 10.8 10.8 10.5 14.3 18.2 17.9 17.9 17.3 17.3 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 10.9 8.2 5.5 

6 15.0 15.0 14.5 14.5 14.1 14.1 14.1 12.8 12.8 12.4 12.4 12.1 11.8 11.8 11.4 11.1 11.1 11.1 10.8 10.8 10.5 14.3 18.2 18.2 17.9 17.9 17.3 20.8 20.8 18.5 18.5 16.3 16.3 13.8 13.8 10.9 8.2 5.5 

0km↓

7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 27.2 27.2 26.9 26.9 26.0 26.0 31.3 31.3 27.7 27.7 24.4 24.4 20.8 10.9 8.2 5.5 

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 37.5 36.3 36.3 35.8 34.6 34.6 41.7 41.7 41.7 37.0 37.0 32.6 27.7 10.9 8.2 5.5 

〇検討波源モデルA（①のみ考慮したモデル）

〇検討波源モデルAの最大ケース（①②を考慮したモデル）

① 駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定する

駿河湾内の
トラフ軸付近

② 大すべり域の位置は
東へ40km移動

① 駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定する

駿河湾内の
トラフ軸付近

:大すべり域以上の領域:4倍すべり域 :3倍すべり域 :２倍すべり域:津波断層域 :最も深い背景領域:深い背景領域:遷移領域 :背景領域 :浅い背景領域(すべり量が0(ゼロ)の領域)

①駿河湾内に超大すべり域のすべり量を設定
②超大すべり域・大すべり域の位置を東へ40km移動

駿河湾内の
トラフ軸付近
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5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

最大クラスモデルのすべり量分布との違いによる津波評価への影響確認

（津波評価結果の比較） C4

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.1 4.7 7.3 8.1 10.0

■ 内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAに関する、破壊開始点の条件を揃えた津波評価の分析結果を以下に示す。
■ 検討波源モデルAの最大ケースの敷地前面の津波高：T.P.＋22.7mは、内閣府の最大クラスモデル（破壊開始点：P2）から破壊開始点をP4とした内閣府の最

大クラスモデルと同等のすべり量分布のモデルの津波高T.P.＋22.1mに対して、①駿河湾内に超大すべり域のすべり量を設定していることによる影響：＋0.5mと、
②超大すべり域・大すべり域の位置を東へ40km移動させていることによる影響：＋0.1mを考慮することにより、浜岡敷地への津波影響の観点から、より幅広く不確
かさを考慮していることを確認した。

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.6 4.7 7.3 8.1 10.1 

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.1 4.7 7.3 8.1 10.0

参考:汀線付近（4号放水口）

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

参考:汀線付近（4号放水口）

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

敷地前面

水
位

(T
.P

.m
)

参考:汀線付近（4号放水口）
水

位
(T

.P
.m

)

水位の時刻歴波形

参考:汀線付近（4号放水口）

水
位

(T
.P

.m
)

水位の時刻歴波形

敷地前面

水
位

(T
.P

.m
)

敷地前面

水
位

(T
.P

.m
)

敷地前面

水
位

(T
.P

.m
)

最大上昇水位分布最大上昇水位分布最大上昇水位分布

波源モデル

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

0 1km

破壊開始点をP4に変更

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）
に関する津波評価

0 1km0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

内閣府の最大クラスモデルと同等のモデル(破壊
開始点をP4に変更)(①②を考慮しないモデル)

波源モデル

検討波源モデルA
（①のみ考慮したモデル）

検討波源モデルAに関する津波評価

最大上昇水位分布

波源モデル

検討波源モデルAの最大ケース
（①②を考慮したモデル）

波源モデル
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比較範囲

西端 東端

検討波源モデルの津波評価結果
（検討波源モデルAの最大ケース：破壊開始点P4）

25.0

20.0

15.0

10.0

0.0

5.0

最
大

上
昇

水
位

（
T
.P

.m
）

西端 東端

敷地前面における最大上昇水位の比較

内閣府の最大クラスモデルの津波評価結果
（最大クラスモデル（ケース①）：破壊開始点をP4に変更）
内閣府の最大クラスモデルの津波評価結果
（最大クラスモデル（ケース①））

※防波壁の高さを無限大として解析を実施

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

津波評価結果の比較
（敷地前面における最大上昇水位の比較） C4

最大22.7m※
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5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

まとめ
C4

■内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大となったケースとのすべり量分布の違いを比較して示すとともに、両者の破壊開始点の条件を揃えて津波評価を
実施し、すべり量分布の設定の違いが評価結果に与える影響について定量的な分析を行った。

■その結果、検討波源モデルAの最大となったケースは、内閣府の最大クラスモデルに対して、破壊開始点のみならず、駿河湾内のすべり量設定および超大すべり域・
大すべり域の位置について、浜岡敷地への津波影響の観点から、より幅広く不確かさを考慮していることを確認した。

検討波源モデルAに関する津波評価内閣府の最大クラスモデル（ケース①）に関する津波評価

モデル
破壊

開始点
駿河湾内の

すべり量の設定

超大すべり域・
大すべり域の

位置

敷地前面
津波高

(T.P.+m)

内閣府の最大クラスモデル
と同等のモデル P2

超大すべり域の
すべり量を設定しない

基準位置 21.1

内閣府の最大クラスモデル
と同等のモデル

(破壊開始点をP4に変更)
(①②を考慮しないモデル)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定しない
基準位置 22.1

検討波源モデルA
(①のみ考慮したモデル) P4

超大すべり域の
すべり量を設定する

（①）
基準位置 22.6

検討波源モデルAの
最大ケース
(①②を考慮したモデル)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定する
（①）

東へ40km
移動

（②）
22.7

モデル
破壊

開始点
駿河湾内の

すべり量の設定

超大すべり域・
大すべり域の

位置

敷地前面
津波高

(T.P.+m)

内閣府の最大クラスモデル
P2

超大すべり域の
すべり量を設定しない

基準位置 21.1

内閣府の最大クラスモデル
(破壊開始点をP4に変更)

P4
超大すべり域の

すべり量を設定しない
基準位置 22.1

・赤字は内閣府の最大クラスモデルそのものと異なる設定
・内閣府の最大クラスモデルと検討波源モデルAの最大ケースとで共通となる
その他のパラメータは、そのまま設定。

①：駿河湾内に超大すべり域の
すべり量を設定

②：超大すべり域・大すべり域の
位置を東へ40km移動

内閣府の最大クラスモデル（ケース①）
検討波源モデルAの最大ケース

:破壊開始点
:破壊開始点

・内閣府の最大クラスモデル、および、内閣府の最大クラスモデルと同等のモデル対して、
破壊開始点を振った検討結果は、補足説明資料6-1章参照
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79

135

142

163

197

206

212

219
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６ まとめ

プレート間地震の津波評価結果

■検討波源モデルの詳細パラメータスタディの結果、水位上昇側および水位下降側の各評価地点において最も敷地への影響が大きいケースは以下のとおり。

波源モデル
最大上昇水位(T.P. m)

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

検討波源モデルA
（基準断層モデル1-1） 22.7*1 4.6 7.3 8.1 10.1

【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

検討波源モデルD
（基準断層モデル3-2） 19.8

6.4*2

(3.1)
9.0 9.6 11.8

【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

（水位上昇側）

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

波源モデル
最大下降水位(T.P. m) 

(水位低下時間) 備考
3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルA
（基準断層モデル2-3）

海底面
(13.5min)

海底面
(13.5min)

【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
【詳細パラスタ】 ライズタイム150s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

（水位下降側）

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

波源モデル
最大上昇水位(T.P. m)

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

内閣府の最大クラスモデル(ケース①) 21.1 4.6 7.1 7.9 9.9 ケース①

土木学会(2016)モデル 13.0 4.5 6.2 6.3 8.1 
大すべり域の位置：東側モデル
破壊開始点P5

波源モデル
最大下降水位(T.P. m) 

(水位低下時間) 備考
3号取水塔 4号取水塔

内閣府の最大クラスモデル(ケース⑧)
海底面

(6.6min)
海底面

(6.7min)
ケース⑧

土木学会(2016)モデル
海底面

(7.4min)
海底面

(7.3min)
大すべり域の位置：東側モデル
破壊開始点P2

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。
*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。なお、括弧内の数値は、取水路の設備対策（1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0㎡)・2号取水路出口流路の閉塞）を実施した場合における解析結果。

・行政機関による津波評価の詳細は、補足説明資料5章を参照。

【検討波源モデルの津波評価結果】

参考：行政機関等による津波評価

（水位上昇側）

（水位下降側）
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６ まとめ

プレート間地震の津波評価の全体概要

内閣府(2012)により特性化されたMw9クラスの地震のすべり量分布
（正対する沿岸域に大きな津波を発生させるすべり量分布)

土木学会(2016)により特性化されたMw9クラスの地震のすべり量分布
（広域の津波高の再現性を考慮したすべり量分布）

〇すべり量分布

※内閣府(2012)によるすべり量分布に対して、
駿河湾内にも超大すべり域のすべり量を考慮

プレート間地震の津波評価（南海トラフのMw9クラスのプレート間地震の津波評価）

■ プレート間地震の津波評価は、南海トラフのMw9クラスのプレート間地震を対象とし、プレート間地震の最新知見に基づき、内閣府(2012)等により特性化されたMw9
クラスの地震のすべり量分布を用い、国内外の巨大地震・津波に関する発生事例を踏まえたパラメータスタディにより、内閣府(2012)の最大クラスモデルのパラメータを含
めて、敷地への影響の観点から不確かさを考慮した津波評価を行った。

■プレート間地震の津波評価の結果、敷地前面の最大上昇水位はT.P.+22.7m、3,4号取水塔の水位低下時間は13.5minとなった。

最大上昇水位（T.P.m）

敷地
前面

取水槽

1,2号 3号 4号 5号

22.7 4.6 7.3 8.1 10.1 

19.8 6.4 9.0 9.6 11.8

水位低下時間

3号取水塔 4号取水塔

13.5min 13.5min

↳ 断層破壊がプレート境界面浅部に伝播する場合※

↳ 断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播する場合
↳ 超大すべり域の深さを広域モデルと同じとした場合

Mw9.2
(3D:27m)

↳ 3倍すべり域を広域に設定した場合

最大上昇水位（T.P.m）

敷地
前面

取水槽

1,2号 3号 4号 5号

21.1 4.6 7.1 7.9 9.9

3倍すべり域を広域に設定した場合

（参考）内閣府(2012)の最大クラスモデル
の津波評価結果

水位低下時間

3号取水塔 4号取水塔

6.6min 6.7min

3D(15%)

D:平均すべり量 (括弧内の数値は、面積割合）

（プレート境界面浅部に伝播する場合、大すべり域2箇所）

（上段：プレート境界面浅部に伝播する場合、大すべり域1箇所）
（下段：超大すべり域の深さを広域モデルと同じとした場合、

大すべり域1箇所）

〇津波評価結果

超大すべり域・
大すべり域
の位置

・東西約10kmごとに移動
(駿河湾～紀伊半島沖を含む)

・大すべり域：1箇所、2箇所

ライズタイム ・60s~300s

破壊伝播速度 ・0.7~2.5km/s

破壊開始点
・大すべり域の周囲の6地点
(大すべり域の下端中央を含む)

〇パラメータスタディ

・パラメータスタディは、国内外の巨大地震・津波の発生事例を
踏まえて段階的に実施。
(具体的な検討フローは次ページ参照）

オレンジ太字：内閣府の最大クラスモデル（ケース①）のパラメータ

Mw9.1
(4D:37m)

断層破壊がプレート境界面浅部に伝播する場合の例

4D(5%)
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プレート間地震の津波評価の検討フロー
第1020回資料2-1

p.254一部修正

・各波源モデルには、
内閣府(2012)による約5km
メッシュの津波断層面を用いた。

歴史記録及び津波堆積物に基づ
き、南海トラフの海底地形、構造、
地震学的な特徴が反映されている
南海トラフの津波痕跡高を再現す
るモデルを検討

痕跡再現モデルの検討
詳細パラメータスタディ

・基準断層モデル１-1
(東へ40km)

水位上昇側

・基準断層モデル１-2
(東へ30km)

・基準断層モデル１-3
(東へ20km)

・基準断層モデル１-4
(東へ10km)

・基準断層モデル１-5
(基準位置)

・基準断層モデル2-1
(東へ40km移動、
大すべり域間130km)

水位下降側

・基準断層モデル2-2
(東へ40km移動、
大すべり域間140km)

・基準断層モデル2-3
(東へ30km移動、
大すべり域間120km)

検討波源モデルA

検討波源モデルD
Mw9.1
(4D:37m)

(超大すべり域の深さを広域
モデルと同じとしたモデル)

南海トラフ広域の
痕跡再現モデル

Mw8.8
(すべり量D:9m)

Mw8.8
(すべり量D:9m)

水位上昇側

・基準断層モデル3-1
(東へ70km)

・基準断層モデル3-2
(東へ60km)

・基準断層モデル3-3
(東へ50km)

内閣府(2012)により特性化された
Mw9クラスの地震のすべり量分布
（正対する沿岸域に大きな津波を発生
させるすべり量分布)

土木学会(2016)により特性化された
Mw9クラスの地震のすべり量分布
（広域の津波高の再現性を考慮した
すべり量分布）

遠州灘沿岸域の
痕跡再現モデル

概略パラメータスタディ検討波源モデルの設定
国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえ
て、南海トラフの特徴を考慮するとともに、東北
沖地震において巨大津波が発生した要因を不
確かさとして保守的に考慮した東北沖地震型
の波源モデルを設定

検討波源モデルB

検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に
設定したモデル）

Mw9.2
(3D:27m)

検討波源モデルの津波評価

Mw9.1
(4D:37m)

(断層破壊がプレート境界面
浅部に伝播するモデル)

Mw9.1
(4D:37m)

(断層破壊がプレート
境界面浅部・分岐断層
に伝播するモデル)

津波断層域
4倍すべり域
3倍すべり域
大すべり域
背景領域
深い背景領域
最も深い背景領域
遷移領域
浅い背景領域
(すべり量が0(ゼロ)の領域)

５ケース選定

３ケース選定

３ケース選定

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。
今後、基準津波の確定後、必要な対策を
実施していく。

*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設
定して解析を実施。なお、括弧内の数値は、
取水路の設備対策を実施した場合における解
析結果。（1号取水路出口流路の縮小(流路
面積1.0㎡)・2号取水路出口流路の閉塞）

最も影響の大きいケース

・ライズタイム
60~300s

・破壊伝播速度
0.7~2.5km/s

・破壊開始点
P1~P6

・ライズタイム
60~300s

・破壊伝播速度
0.7~2.5km/s

・破壊開始点
P1~P6

・ライズタイム
60~300s

・破壊伝播速度
0.7~2.5km/s

・破壊開始点
P1~P6

・ライズタイム
60~300s

・破壊伝播速度
0.7~2.5km/s

・破壊開始点
P1~P6

内閣府の最大クラスモデル
(T.P.m)津波評価に影響の大きいパラメータを非常に大きく設定

(すべり量(37m)とライズタイム(60s)の組合せを設定)
することにより、その他のパラメータの不確かさを代表する
方法で検討され、少ないケースで南海トラフの全域を網
羅する最大クラスの津波として想定されたモデル。

敷地
前面

取水槽
1,2号 3号 4号 5号

21.1 4.6 7.1 7.9 9.9

・大すべり域2箇所
10kmずつ移動

・大すべり域1箇所
・大すべり域2箇所
10kmずつ移動

・大すべり域1箇所
・大すべり域2箇所
10kmずつ移動

・大すべり域1箇所
・大すべり域2箇所
10kmずつ移動

敷地への影響の観点から、大すべり域の位置を東西へ
約10kmずつ移動させて同時破壊の条件で検討し、
基準断層モデルを選定

国内外の巨大地震・津波の発生事例および内閣府
の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて、
ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の組合せ
を網羅的に検討

大すべり域
：1箇所

大すべり域
：2箇所

基準断層モデル1-1
・ライズタイム60s
・破壊伝播速度2.5km/s
・破壊開始点P4

Mw9.1

(T.P.m)
敷地
前面

取水槽
1,2号 3号 4号 5号

22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

基準断層モデル2-3
・ライズタイム150s
・破壊伝播速度0.7km/s
・破壊開始点P1

Mw9.1

(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

13.5min 13.5min

基準断層モデル3-2
・ライズタイム60s
・破壊伝播速度1.0km/s
・破壊開始点P6

(T.P.m)

Mw9.1

敷地
前面

取水槽
1,2号 3号 4号 5号

19.8 6.4*2

(3.1) 9.0 9.6 11.8

大すべり域
：1箇所

大すべり域
：2箇所

水位下降側

・基準断層モデル4-1
(基準位置、
大すべり域間140km)

１ケース選定

日本海溝の手法を用いたモデルによる
妥当性確認
日本海溝において検討されたMw9クラスの津波評
価手法によるモデルのすべり量分布、地殻変動量分
布との比較により、検討波源モデルの妥当性を確認。

・D:平均すべり量
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プレート間地震の津波評価結果

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7*1 4.6 7.3 8.1 10.1

最大上昇水位(T.P. m)

敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8
6.4*2

(3.1) 9.0 9.6 11.8

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)

3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.5min)

海底面
(13.5min)

水位上昇側 水位下降側

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。
*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。なお、括弧内の数値は、取水路の設備対策（1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0㎡)・2号取水路出口流路の閉塞）を実施した場合における解析結果。

第1020回資料2-1
p.255一部修正

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-1
検討波源モデルＡ 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ40km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

(T.P.m)

基準断層モデル3-2
検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ60km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

波源モデル

浜岡原子力発電所

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

0 1km

(T.P.m)

-0.0

-2.0

-4.0

-6.0

-8.0

-10.0

-12.0

最大水位低下時間：13.5min最大水位低下時間：13.5min

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ30km移動・

大すべり域間の距離120km、
ライズタイム150s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P1

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

基準断層モデル2-3

波源モデル

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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プレート間地震の津波評価まとめ
第1020回資料2-1

p.256一部修正

南海トラフ広域の
痕跡再現モデル

遠州灘沿岸域の
痕跡再現モデル

Mw8.8

Mw8.8

痕跡再現モデルの検討 検討波源モデルの設定 詳細パラメータスタディ概略パラメータスタディ

■ プレート間地震の津波評価の結果、敷地前面の最大上昇水位はT.P.+22.7m、3,4号取水塔の水位低下時間は13.5minとなった。

0m

+10m

T.P.+20m

歴史記録及び津波堆積物に基づき、南海ト
ラフの海底地形、構造、地震学的な特徴が
反映されている南海トラフの津波痕跡高を再
現するモデルを検討

国内外の巨大地震・津波の発生事例および内閣
府の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて、
ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の組合
せを網羅的に検討

国内外の巨大地震に関する最新知見を踏まえて、
南海トラフの特徴を考慮するとともに、東北沖地震に
おいて巨大津波が発生した要因を不確かさとして保
守的に考慮した東北沖地震型の波源モデルを設定

(12.6min)

(+13.3m)

最大上昇水位
(敷地前面)

水位低下時間
(3,4号取水塔) ・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

南海トラフおよび国内外の巨大
地震に関する最新知見の考慮

検討波源モデルにおける保守的設定
◇ⓐ地震規模
◇ⓑ浅部の破壊形態

国内外の地震の発生事例を踏まえて網羅的にパラメータスタディを実施

全計算ケース：約1000ケース

◇概略パラメータスタディ
（超大すべり域・大すべり域の位置）

◇詳細パラメータスタディ
（ライズタイム・破壊伝播速度・破壊開始点）

Mw9.1

基準断層モデル４-1

Mw9.1
Mw9.1
Mw9.1

T.P.+22.7m※

13.5min

(+16.4m)

(断層破壊がプレート境界面浅部に
伝播するモデル)

その他２波源モデル
（検討波源モデルB、C）

検討波源モデルA

Mw9.1

(超大すべり域の深さを広域モデルと
同じとしたモデル)

検討波源モデルD

Mw9.1

※ 防波壁の高さを無限大として解析を実施

敷地への影響の観点から、大すべり域の位置を東西
へ約10kmずつ移動させて同時破壊の条件で検討
し、基準断層モデルを選定

T.P.+21.1m

6.7min

（参考）
内閣府の
最大クラス
モデル

T.P.+6.3m

(T.P.+19.7m)

（同時破壊の条件で検討）

Mw9.1

基準断層モデル1-1~1-5

Mw9.1

Mw9.1

基準断層モデル2-1~2-3

Mw9.1

Mw9.1

基準断層モデル3-1~3-3

Mw9.1

(4.3min)

(T.P.+19.6m)

（同時破壊の条件で検討）
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79

135

142

163

197

206

212

219
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No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

検討概要 C5

○第1020回審査会合（2021年12月17日）コメント

■駿河トラフ下に沈み込むフィリピン海プレートの形状に関する知見（Matsubara et al.(2021)）について、地震動・津波評価への影響を示すこと。

〇 今回コメント回答（概要）

■ 東海地域のプレート境界の形状を推定した新たな知見（Matsubara et al.(2021)）について、一研究成果ではあるが、津波評価への影響の確認を行い、
津波評価に影響のある海域において両者は概ね整合していることを確認した。
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Matsubara et al.(2021)

Hirose et al.(2008)

■ Matsubara et al.(2021)は、陸域の定常観測点と駿河湾内の臨時海底観測点における地震観測データを活用して、東海地域の速度構造を地震波トモグラフィー法に
より解析し、その速度構造における低速度かつ高Vp/Vsな海洋地殻の分布、微小地震の震源分布、低角逆断層型の地震の分布を考慮して、フィリピン海プレート上面の
形状を推定している。

■ 推定したフィリピン海プレート上面の形状について、右図のとおり、同じく地震波トモグラフィー法による速度構造等に基づき推定されたHirose et al.(2008)によるフィリピン海
プレート上面の形状と併せて図示し、駿河トラフから沈み込むフィリピン海プレートの上面は深さ20km程度までの部分が既往のモデルよりも少し浅くなったとしている。

■ 浜岡原子力発電所では、内閣府の南海トラフの巨大地震モデル検討会において複数の研究成果を踏まえてプレート境界の形状が設定された内閣府(2012)の最大クラス
の地震の断層モデルを用いて津波評価を行っている。

■ 東海地域のフィリピン海プレートの形状に係る新たな知見であるMatsubara et al.(2021)について、一研究成果ではあるが、津波評価※への影響を確認する。

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

Matsubara et al.(2021)

Matsubara et al.(2021)による地震波速度構造 Matsubara et al.(2021)によるプレート境界

（Matsubara et al.(2021) ） （Matsubara et al.(2021)に凡例を加筆）

※津波評価への影響については別途説明

C5



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 215

■ Matsubara et al.(2021)では、地震波トモグラフィー法による速度構造の推定に当
たり、2000年10月～2017年12月の陸域の定常観測網のデータと駿河湾内に設置
された臨時海底地震計のデータのP波、S波の到達時刻データ、陸域で実施された4発
の人工地震探査の到達時刻データを用いており、定常観測点と臨時海底地震計を組
み合わせることにより、プレート境界と交差する波線を用いた解析ができるようになり、浅
い沈み込み帯の形状が明らかになったとしている。

■チェッカーボードテストによると、地震波トモグラフィー法による速度構造の解析は、陸域
は解析精度が高く、海域は遠州灘沖や御前崎半島周辺では解析精度が低いものの、
臨時海底地震観測がされた駿河湾内については陸側と同様に解析精度が高いと考え
られる。

駿河湾内

御前崎半島

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

Matsubara et al.(2021)

チェッカーボードテストの結果地震波トモグラフィー法による速度構造の推定に用いられた地震の分布

（Matsubara et al.(2021)に半島名称等を加筆）（Matsubara et al.(2021)に各図の描画深さを加筆）

C5
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■ 内閣府(2012)は、フィリピン海プレートの形状（プレート境界の形状）について、平成20年度から実施している東海・東南海・南海地震の連動性評価研究プロ
ジェクト（以下、「連動性評価プロジェクト」という。）において、探査深度がフィリピン海プレートまで達する多くの地下構造探査が実施され、概ね深さ20～50kmに
至る構造を調査・分析した研究成果、Hirose et al.(2008)、Ide et al.(2010)の研究成果、深部低周波地震の分布を踏まえ、プレート境界の形状を設定し
ている。

■ 内閣府(2012)によるプレート境界の形状のうち、深さ10km及び20kmの等深線は、以下のとおり、地下構造探査結果等に基づきプレート境界の形状が検討さ
れた連動性評価プロジェクト(2009)に基づき設定されている。

深さ10km及び20kmの等深線
連動性評価プロジェクト(2009)とHirose et al.(2008)の結果は、概ね一致している。
ここでは、連動性評価プロジェクトによる等深線を基とし、滑らかに繋いだ線とした。なお、四国東部沖における10kmの等深線については、海底地形

及びHirose et al.(2008)の結果を参照し、比較的緩やかな曲率を持つ線とした。

■ 浜岡原子力発電所では、上記のとおり内閣府の南海トラフの巨大地震モデル検討会において複数の研究成果を踏まえてプレート境界の形状が設定された内閣府
(2012)の最大クラスの地震の断層モデルを用いて津波評価を行っている。

（内閣府(2012)による）

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

内閣府(2012) C5



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 217

（内閣府(2012)の図に内閣府(2012)とMatsubara et al.(2021)の
プレート境界の形状の等深線、凡例、敷地位置、深度、「トラフ軸」を加筆）（Matsubara et al.(2021)に凡例、敷地位置を加筆）

Matsubara et al.(2021)によるプレート境界

Matsubara et al.(2021)

Hirose et al.(2008)

■ Matsubara et al.(2021)は、最新の記録を用いて行った地震波トモグラフィー法による速度構造等に基づき東海地域のプレート境界の形状を推定し、同じく地
震波トモグラフィー法による速度構造等に基づき推定されたHirose et al.(2008)のプレート境界の形状と比較し、駿河トラフから沈み込むフィリピン海プレートは深
さ20km程度までが既往のモデルより少し浅くなったとし、深さ10kmの等深線がやや西側に位置している。

■内閣府(2012)のプレート境界の形状は、地下構造探査結果等による連動性評価プロジェクト(2009)に基づき深さ10km及び20kmの等深線が設定されており、
右図のとおり、深さ10kmの等深線は、Hirose et al.(2008)よりやや西側に位置し、最新の記録を用いて推定されたMatsubara et al.(2021)とより整合的で
ある。また、深さ10km以外の等深線についても、内閣府(2012)はMatsubara et al.(2021)と概ね整合している。

内閣府(2012)

連動性評価プロジェクト(2009)

Hirose et al.(2008)

Ide et al.(2010)

Matsubara et al.(2021)

浜岡原子力発電所
20

10

20 10

30
浜岡原子力発電所

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

Matsubara et al.(2021)と内閣府(2012)の比較

各知見のプレート境界の比較

C5



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 218

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

Matsubara et al.(2021)と内閣府(2012)の比較
（プレート境界の断面比較） C5

内閣府の最大クラスモデルの小断層
Matsubara et al.(2021)のプレート境界
海域

Matsubara et al.(2021)のプレート境界と内閣府モデルの津波断層モデルの断面比較

1-1’ 3-3’

5-5’

▼海岸線 ▼海岸線

▼海岸線

2-2’

▼海岸線

4-4’

▼海岸線

(概ね敷地を通る小断層の断面)

■ 内閣府の最大クラスの津波断層モデルについて、Matsubara et al.(2021)のプレート境界と断面比較すると、津波評価に影響のある海域において両者は概ね
整合している。

1
2

3

5

1’
2’

3’

5’

（断面位置）

Matsubara et al.(2021)
の推定範囲

浅部断層
（深さ10km以浅の領域）

浜岡原子力発電所

4’

4

■ 浜岡原子力発電所では、内閣府の南海トラフの巨大地震モデル検討会において複数の研究成果を踏まえてプレート境界の形状が設定された内閣府(2012)

の最大クラスの地震の断層モデル用いて津波評価を行っている。
■ 東海地域のプレート境界の形状を推定した新たな知見（Matsubara et al.(2021)）について、一研究成果ではあるが、津波評価への影響の確認を行い、

津波評価に影響のある海域において両者は概ね整合していることを確認した。
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目次

[プレート間地震の津波評価(No.1~4コメント回答を含む)]

1 検討対象領域の選定

2 痕跡再現モデルの検討

3 行政機関による津波評価の確認

4 検討波源モデルの津波評価

4.1 検討波源モデルの設定

4.2 検討波源モデルのパラメータスタディ

・ 概略パラメータスタディ

・ 詳細パラメータスタディ

5 内閣府の最大クラスモデルとの比較分析

6 まとめ

[No.5,6コメント回答] 

No.5コメント回答(駿河トラフのプレート形状に関する知見）

No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波シミュレーション）

13

21

29

58

79

79
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No.6コメント回答(堆積当時の地形を想定した津波の数値シミュレーション）

検討概要 C6

○第1020回審査会合（2021年12月17日）コメント

■敷地の津波堆積物の堆積当時の地形を想定した津波の数値シミュレーションを行い、谷地形によって津波が増幅して遡上することを解析的に示すこと。

〇 今回コメント回答（概要）

■ 当時の精確な地形を推定することは困難ではあるものの、発電所開発前の地形とボーリング調査データから一定の仮定に基づき堆積当時の地形を想定し、津波の
数値シミュレーションを実施した結果、谷地形によって津波高が増幅して遡上することを、解析的に確認した。
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No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

敷地の津波堆積物の標高

・津波堆積物調査の詳細は「歴史記録及び津波堆積物に基づく調査について」を参照

（敷地西側）

右図の範囲

標高10m
標高20m

標高30m
標高40m

凡例

（1962年の標高）

（敷地東側）

第1020回資料2-2
p.607 一部修正

■津波堆積物に関する現地調査において、津波堆積物と評価した約6千年前のイベント堆積物のうち、敷地東側のイベント堆積物の標高の方が高く、堆積当時の約6
千年前の海面高度は現在の海面よりも約5m高かったことを考慮すると、堆積当時の標高は4m。

■ 津波堆積物から推定される津波高は、東北沖地震等による津波の最大遡上高と津波堆積物の分布標高の差が約0~2ｍであることを踏まえ、約４~６mと推定さ
れる。

C6

単位(T.P.m)

70 60 50 40 30 20 10 0 -10(m)

敷地東側ボーリング調査地点

国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）
CB62-7 C23-8、9、10(1:10,000)より図化

：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点

発電所開発前地形

推定される津波の浸入方向

堆積当時の
最大標高

約4m

津波堆積物から推定
される津波高は+0~2m

⇒ 約4~6m
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No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

イベント堆積物の堆積当時の敷地周辺地形

■ 「日本の海成段丘アトラス」 (小池・町田(2001)) によると、縄文海進期（約6千年前）の御前崎周辺の海岸線は、現在よりも陸側へ数km程度前進していたとさ
れており、発電所地点は海に張り出した岬に位置していたとされている。

■ 杉山ほか(1988)によると、御前崎付近の地形は、縄文海進期（約6千年前）以降に形成された膨大な量の風成砂により覆われており、その層厚は場所によって
異なっているとされる。

➡ イベント堆積物の堆積当時の約6千年前の敷地周辺地形は、現在とで大きく異なっており、精確に推定することは困難と考えられる。

(杉山ほか(1988)を基に作成)(小池・町田(2001)を基に作成)

御前崎周辺の縄文海進期の海岸線

浜岡原子力発電所

縄文海進期の海岸線（破線は推定）

海成段丘分布域

現在の地形の等高線

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所

５km

第981回資料1-1
p.107 再掲

C6
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No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

土木学会(2016)の評価手法に基づく津波増幅効果の検討
（土木学会(2016)の谷地形による津波増幅効果の評価手法）

■ 津波堆積物の堆積当時（約6千年前）の地形を精確に推定することは困難と考えられるが、山谷の大きな位置関係は、基盤が反映されたものであり当時から変
わっていないと考えて、発電所開発前の地形とボーリング調査データを用いて、谷地形による津波増幅効果を土木学会(2016)の評価手法に基づき検討した。

■ 土木学会(2016)によると、谷地形の湾の奥行、入射波の周期等を変えて津波の数値計算を実施した結果、湾の形状および入射波長に関わらず、湾内平均波長
Lvと湾の奥行ℓの比 (Lv/ℓ)が同一の場合、谷地形による津波増幅効果はほぼ同一となるとされ、 Lv/ℓと谷地形による津波増幅効果の関係を示している。

(土木学会(2016))

数値計算に用いた谷地形のモデル

(a) Lv/ℓ = 10.84の場合 (b) Lv/ℓ = 5.42の場合

Lv :湾内平均波長
（=T・(g・h/2)1/2）

Lo :湾中央部より奥の平均波長
（=T・(g・h/4)1/2 ）

T :入波周期

g :重力加速度

h :湾口水深

Δx :空間格子間隔

湾口～湾奥縦断沿いの最大水位上昇量分布の比較

(c) Lv/ℓ = 2.71の場合 (土木学会(2016))

B

ℓ平面図

断面図

谷地形の形状

（Bは一定で評価している）

第981回資料1-1
p.109 再掲

C6
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● 土木学会(2016)による解析結果

解析結果に基づく近似曲線

No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

土木学会(2016)の評価手法に基づく津波増幅効果の検討
（敷地東側の谷地形における評価結果）

■ 土木学会（2016）の簡易式に基づく谷地形による津波増幅効果の評価結果は以下のとおり。
■ 敷地東側の谷地形によって、津波高は2倍程度まで増幅する可能性があることを確認した。

Lv /ℓと津波高の増幅率との関係

項目 数値 設定方法

湾の奥行 ℓ(m) 300 湾口部～イベント堆積物が確認されている位置までの距離

入波周期 T (s) 1,200
痕跡再現モデルの沖合の水位の時間変化に基づく
（最大波の片周期10min×2)

重力加速度 g (m/s2) 9.8 ー

湾口水深 h (m) 1
湾口付近（「敷地4」地点）の堆積当時の水深
(=海面高さ5m－津波堆積物の堆積標高4m）

湾内平均波長 Lv (m) 2,656 （=T・(g・h/2)1/2）

Lv /ℓ 8.85 ー

津波高の増幅率 2倍程度 下図より、Lv/ℓ=8.85の場合の増幅率

土木学会(2016)に基づく谷地形による津波増幅効果の評価

湾奥までの距離ℓ

断面線

推定される津波の
浸入方向

標高10m

標高20m

標高30m
標高40m

凡例

（1962年の標高）

検討した谷地形

敷地沖合地点（4号取水塔地点）

水
位

(T
.P

.m
)

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルの沖合水位の時刻歴波形

（現在の地形による解析結果）

10min

0 100m

縄文海進期(約6千年前)

の海域*

国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）
CB62-7 C23-8、9、10(1:10,000)より図化

ボーリング平面図（発電所開発前地形）
*ボーリング縦断面図上で推定した津波堆積当時の海岸線位置に基づき、記載。

(土木学会(2016)を基に作成)

第1020回資料1-2
p.611 一部修正
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■ 津波堆積物の堆積当時（約6千年前）の地形を精確に推定することは困難であるが、山谷の大きな位置関係は、基盤が反映されたものであり当時から大きく変わ
らないと考えて、発電所開発前の地形とボーリング調査データから一定の仮定に基づき堆積当時（約6千年前）の地形を想定し、数値シミュレーションに基づき谷地
形による津波増幅効果を検討した。

■ 堆積当時の地形モデルは、国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）に基づく発電所開発前地形をベースとして、津波堆積物調査ボーリングに基づく堆積当
時～現在までの堆積層の厚さ、および、当時の海水準を考慮し、設定した。

■ 波源モデルには、遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルを用いることとし、地形モデル以外の計算条件は「２ 痕跡再現モデルの検討」と同様とした。

No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

数値シミュレーションに基づく津波増幅効果の検討
（検討方針）

浜岡原子力
発電所

：破壊開始点

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル

〇谷地形周辺の当時～現在までの堆積層の厚さ（津波堆積物調査ボーリングに基づく）

ボーリング
地点No.

発電所開発前
の標高

（T.P.m)

イベント堆積物
の下端標高※

（T.P.m）

堆積層の厚さ
（m）

6 27.0 7.5 19.5

7 27.8 11.5 16.3

12 33.4 15.0 18.4

13 32.8 12.5 20.3

16 33.9 12.4 21.5

17 40.7 12.3 28.4

平均値 ー ー 20.7

※第1020回審査会合時点の津波堆積物調査結果に基づく

〇堆積当時（約6千年前）の海面高度（杉山ほか(1988)に基づく）
：現標高から＋5m程度

C6
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■ 堆積当時（約6千年前）の地形モデルは、以下の方法により、一定の仮定に基づいて設定した。

No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

数値シミュレーションに基づく津波増幅効果の検討
（地形モデルの設定）

50

(m)

40

30

20

10

0

-10

-20堆積当時（6千年前）を想定した地形モデル

70

60

50

40

30

20

10

0

-10

(m)

堆積当時（約6千年前）の地形モデルの設定

①発電所開発前地形をベースとする。

②発電所開発前地形に確認される砂丘・河川や人工改変がなされた道路等の地形は、イベント
堆積物堆積当時に存在しなかったと考えられることから、地形モデルから取り除く。

③地形モデルの標高について、谷地形周辺のボーリングに基づく堆積当時（約6千年前）～現在
までの堆積層の厚さの平均値 (約20m)分を、一律引き下げる。
ただし、現地形のT.P.‐約10m（取水塔付近相当）の海底は露岩していることから、T.P.0m
からT.P.‐10mにかけて標高の引き下げ幅を徐々に小さくし、 T.P.‐10mで現在の海底地形に
擦り付ける。

④初期水位について、杉山ほか(1988)による縄文海進期の海水準に基づき約5m上昇させる。

発電所開発前地形砂丘

道路

河川

①発電所開発前地形をベースとする

③堆積層の厚さの平均値
（約20m）分を一律に引
き下げ、T.P.‐10mで現在
の海底地形に擦り付ける T.P.0m

▼縄文海進期の海水準

T.P.-10m

④海水準を
5m上昇させる

②砂丘・河川や人工改変がなされた
道路等の地形は取り除く

堆積当時（6千年前）地形モデルの設定イメージ
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■ 堆積当時（約6千年前）の地形を想定した津波の数値シミュレーション結果は、以下のとおり。
■ 津波の最大上昇水位分布および時刻歴波形より、谷地形によって津波高が増幅することを確認した。
■ また、谷地形における最大津波水位（8.3m)は、谷地形による反射波等の影響の小さい地点①、②の津波水位(4～5m)に対して、約2倍程度となっている。

No.6コメント回答(谷地形による津波増幅効果の数値シミュレーションによる確認）

数値シミュレーションに基づく津波増幅効果の検討
（堆積当時の地形を想定した津波の数値シミュレーション結果）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

32 33 34 35 36

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

谷地形への
入射波

谷地形からの
反射波

最大津波
水位(m)

8.3

時間(min)

津
波

水
位

(m
)

谷地形周辺（地点①～⑨）の津波水位の時間変化

■ 当時の精確な地形を推定することは困難ではあるものの、発電所開発前の地形とボーリング調査データから一定の仮定に基づき堆積当時の地形を想定し、津波の数
値シミュレーションを実施した結果、谷地形によって津波高が増幅して遡上することを、解析的に確認した。

地点

堆積当時（約6千年前）の地形を想定した津波の数値シミュレーション結果

最大津波水位

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

(m)

最大津波
水位(m)

8.3

地点①
②

③④⑤⑥
⑦

⑧
⑨

当時の精確な地形を推定することは困難ではあるものの、発電所開発前の地形と
ボーリング調査データから一定の仮定に基づき堆積当時の地形を想定し、解析を実施した。

・津波水位曲線が水平となっている範囲は地盤高を表わす
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